
恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

渓
竜
恐
「
が
域
全
の
そ
、
は
市
山
勝

成
平
は
域
地
る
き
で

26

点
時
末
月
４
年

で
33

。
す
ま
り
あ
域
地

　

ふ
谷
渓
竜
恐
「
で
月
隔
、
ら
か
月
今

。
す
ま
き
い
て
し
介
紹
ご
て
い
つ

　

や
球
地
、
は
と
」）
o
e
G
（
オ
ジ
「

、
所
場
る
ま
集
の
人
は
」）
k
r
a
P
（

、」
園
公
む
し
楽
を
体
全
球
地
「、
は
と
ク

。
す
ま
い
て
れ
わ
言
と
」
園
公
の
地
大
「　

な
要
重
の
質
地
・
形
地
に
単
し
か
し

ジ
は
で
け
だ
う
い
と
た
め
集
を
ト
イ
サ

関
の
と
活
生
間
人
や
系
態
生
、
と
質
地

と
こ
す
示
を
係

イ
サ
る
き
で
が

地
、
り
あ
が
ト

域
地
が
人
の
域

重
貴
な
々
様
の

等
産
遺
質
地
な

産
遺
、
り
守
を

解
理
を
値
価
の

産
遺
、
び
学
し

、
て
し
用
活
を

て
け
向
に
来
将

可
続
持
「

域
地
な
能

」
展
発
の

に
め
た
の

み
組
り
取

れ
わ
行
が

場
る
い
て

オ
ジ
が
所

を
動
活
の
人
、
産
遺
の
他
の
そ
や
産
遺

。
す
ま
り
な
に
所
場
む
し
楽
と
ご
る
ま

　

？
か
の
た
い
に
こ
ど
は
竜
恐

へ
山
勝
ら
か
陸
大
、
き
動
が
地
大

　

か
代
時
た
い
て
し
息
生
が
竜
恐
に
陸
大

れ
さ
見
発
が
石
化
竜
恐
で
地
の
山
勝
ら

心
中
を
」
石
化
竜
恐
や
竜
恐
「
の
間
る

に
動
活
の
球
地
や
産
遺
の
動
活
球
地
な

そ
、
系
態
生
な
か
豊
た
れ
さ
成
形
り
よ

文
、
史
歴
た
れ
ま
育
り
よ
に
土
風
ら
れ

で
が
と
こ
む
し
楽
、
び
学
を
り
ぶ
し
ら

い
く
ふ
谷
渓
竜
恐
「
が
れ
そ
。
す
ま
き　

）
階
２
所
役
市
（
課
策
政
光
観

☎
88

７
１
１
８
‐

－ 第１回 －　教えて！「ジオパーク」って？

子
で
地
掘
発
石
化
竜
恐

子
様
ぶ
学
が
ち
た
も
ど

ジオツアー「恐竜と大地探検ツアー」
の様子（大矢谷白山神社の巨大岩塊）

平成 26 年 (2014)5 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

竜
恐
の
数
有
も
で
内
国
、
は
市
山
勝

紀
亜
白
、
ら
か
く
古
。
す
で
地
産
石
化

が
）
貝
枚
二
（
ス
デ
イ
オ
ニ
ゴ
リ
ト
の

た
い
て
れ
ら
知
て
し
と
層
地
る
れ
ま
含

平
、
は
で
）
崖
（
頭
露
の
山
杉
町
谷
北

イ
ク
フ
、
り
よ
に
査
調
掘
発
石
化
竜
恐

ク
フ
、
ル
ト
プ
ラ
イ
ク
フ
、
ス
ル
ウ
サ

。
す
ま
い
て
れ
さ
見
発
が
ど
な
石● 

が
石
化
竜
恐
の
く
多
で
市
山
勝
ぜ
な

？
の
る
い
て
れ
さ
見
発

　

い
広
は
竜
恐

し
息
生
に
陸
大

物
き
生
た
い
て

時
竜
恐
。
す
で

市
山
勝
の
代

陸
大
国
中
、
は

置
位
に
端
東
の

ま
い
て
し

し暮
に
こ
そ
。
た

ち
た
竜
恐
す
ら

息
て
が
や
、
は

や
河
大
え
絶

な
底
の
湖
、
沼

埋
に
砂
土
で
ど

に
中
地
、
り
ま

て
れ
ま
込
じ
封

経
を
間
時
い
長

り
な
に
石
化
て

の
竜
恐
。
す
ま

大
る
眠
が
石
化

ら
か
陸
大
国
中
り
よ
に
動

本
日
、
れ
さ
離
き
引
に
々
徐

本
日
の
在
現
、
て
し
そ
、
海

ま
き
い
て
れ
さ
成
形
が
島
列

る
れ
さ
見
発
で
市
山
勝
。
す

と
地
大
る
す
動
変
の
そ
、
は
石
化
竜
恐

。
す
で
の

　

ら
か
今
、
は
層
地
る
眠
が
石
化
竜
恐

前
紀
亜
白
の
前
年
万
０
０
０
２
億
１
約

れ
さ
掘
発
ら
か
こ
そ
。
す
で
の
も
の
期

ら
か
ど
な
石
化
跡
足
や
石
化
の
竜
恐
た

ら
明
が
ど
なき

て
い
ま

。
す

　

か
ほ
の
そ

だ
石
化
竜
恐け

で
は
な生

水
淡
、
くの

貝
や
植類

乳
哺
、
物

い
て
れ
さ
見
発
に
緒
一
も
石
化
の
ど
な

時
竜
恐
、
も
て
い
つ
に
ら
れ
そ
。
す
ま

手
る
す
明
解
を
境
環
古
の
市
山
勝
の
代

化
竜
恐
、
り
あ
で
の
も
る
な
と
り
か
が

言
と
の
も
な
重
貴
も
て
と
に
様
同
と
石

。
す
ま
え　

）
階
２
所
役
市
（
課
策
政
光
観

☎
88

７
１
１
８
‐

－ 第２回 －　恐竜化石産地・勝山

恐竜化石が眠る縞々の地層

2000万年前
日本列島は大陸の
一部だった ～ 1600万年前 ～ 1500万年前 約100万年前

平成 26 年 (2014)7 月



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

に
道
国
や
地
街
市
心
中
の
市
山
勝

河
る
れ
ら
見
に
地
盆
山
勝
は
れ
こ
、
は

ま
り
あ
が
係
関
い
深
と
形
地
丘
段
岸

。
す

　

丘
段
岸
河
る
れ
ら
見
に
地
盆
山
勝

女
・
川
波
滝
の
流
支
や
川
竜
頭
九
、
は

段
（
崖
な
急
と
）
面
丘
段
（
面
な
坦
平
で

き
ら
た
は
の
川
河
、
り
な
ら
か
）
崖
丘

年
万
数
れ
さ
返
り
繰
が
起
隆
の
地
土
と

。
た
し
ま
れ
さ
成
形
に
前

　

の
々
人
ら
か
期
時
い
早
、
は
面
丘
段

用
利
に
ど
な
畑
田
た
ま
て
し
と
地
住
居

。
た
し
ま
き
て
れ
さ

　

て
つ
か
は
に
面
斜
の
そ
、
り
な
と
崖
の

江
横
岡
、
が
り
ご
な
の
そ
。
た
し
ま
い

。
す
ま
れ
ら
み
に
ど
な
崖
丘
段
の
近
付

　

川
竜
頭
九
、
は
地
街
市
心
中
の
山
勝

切
横
に
西
東
、
ら
か
と
こ
る
い
て
し
達

傾
で
的
線
直
く
広
幅
は
在
現
、
は
道
坂

か
や
緩
は
斜

昔
、
が
す
で

狭
の
幅
道
はい

折
れ
曲

た
よ
う
で坂

の
そ
。
す

話
逸
は
に
道

、
れ
ら
け
付
が
前
名
に
も
と
と

・
坂
手
追
・
坂
石
・
坂
ね
た
お

の
ど
な
坂
母
姥
小
・
坂
明
神

い
て
れ
ら
え
伝
に
今
が
名
坂

。
す
ま

　

」
壁
里
七
「、
は
崖
丘
段
の
こ

下
ら
か
近
付
渡
大
町
寺
泉
平
れ
ば
よ
と

へ
向
方
流

20

川
竜
頭
九
に
的
続
断
㎞
数

」
壁
里
七
「
の
こ
。
す
ま
れ
ら
見
で
岸
右

家
武
や
城
は
に
面
丘
段
の
位
上
に
境
を

町
人
町
は
に
面
丘
段
の
位
下
、
が
敷
屋

う
よ
た
れ
さ
置
配
れ
ぞ
れ
そ
が
院
寺
や

随
も
今
、
は
情
風
町
下
城
の
そ
。
す
で

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
じ
感
で
所

　

中
の
山
勝

で
地
街
市
心

の
路
道
、
は

物
建
や
張
拡

高
・
築
改
の

で
ど
な
化
層

存
の
崖
丘
段

い
ら
薄
が
在

。
す
ま
い
で

町
の
町
下
城

と
形
地
が
ち
た
人
の
域
地
、
は
存
保

要
重
ら
か
点
視
る
知
を
り
関
の
と
々
人

。
す
ま
れ
ら
え
考
と

　

。
す
で　

）
階
２
所
役
市
（
課
策
政
光
観

☎
88

７
１
１
８
‐

－ 第３回 －　坂道のあるまち勝山

七里壁

岡横江付近の段丘崖

平成 26 年 (2014)9 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

有
も
て
見
に
的
界
世
、
は
島
列
本
日

。
す
ま
い
て
れ
わ
言
と
島
列
山
火
の
数

は
県
府
道
都
い
多
が
山
火
番
一
で
内
国

は
県
井
福
に
逆
。
す
で
の
な
都
京
東
も

火
噴
に
内
以
年
万
１
去
過
（
山
火
活
「

21

道
都
の

望
遠
ら
か
内
市
。
す
で
つ
と
ひ
の
県
府

川
石
、
が
す
で
山
火
活
は
山
白
る
き
で

に
的
理
地
、
り
が
た
ま
に
県
阜
岐
、
県

。
ん
せ
ま
り
入
に
県
井
福
は

　

約
ら
か
今
、
し
か
し

60

で
ま
前
年
万

わ
な
行
が
動
活
山
火
も
で
市
山
勝
、
は

で
究
研
査
調
の
山
火
が
と
こ
た
い
て
れ

長
大
、
山
立
取
、
甲
前
越
る
あ
に
向
方

で
山
火
が
々
山
の
ら
れ
こ
。
た
し
ま
い

れ
さ
を
山
登
。
ん
せ
ま
い
て
れ
ら
知
に

ん
せ
ま
れ
し
も
か
じ
存
ご
は
々
方
る

ら
れ
そ
、
が

続
に
々
山
の

や
道
山
登
く

に
い
沿
道
林

由
山
火
、
は

や
壁
滝
の
来

く
多
が
壁
岩見

ら
れ
ま

。
す

ま

、
た

　

で
辺
周
山
寺
恩
法
も
で
中

徴
特
る
よ
に
動
活
山
火
、
は

で
が
と
こ
る
見
を
岩
溶
な
的

ス
ラ
ガ
「、
は
れ
そ
。
す
ま
き

黒
、
で
の
も
る
れ
ば
呼
と
」
岩
山
安
質

。
す
で
岩
溶
い
硬
も
て
と
た
し
を
色
い

恩
法
て
つ
か
、
は
岩
溶
い
硬
く
黒
の
そ

に
激
急
が
マ
グ
マ
た
し
出
噴
ら
か
山
寺

し
と
デ
ン
レ

れ
さ
用
活
て

。
す
ま
い
て

　

そ
、
た
ま

縄
は
岩
溶
の

中
を
代
時
文

り
じ
矢
に
心

た
い
て
れ
さ
用
使
て
れ
さ
工
加
に
ど
な

遺
山
尾
長
の
会
員
委
育
教
市
、
が
と
こ

　

よ
に
動
活
山
火
、
は
辺
周
山
寺
恩
法

な
か
豊
、
か
ほ
の
産
遺
質
地
・
形
地
る

、
て
し
そ
、
史
歴
の
市
山
勝
、
系
態
生

。
す
で
ト
イ
サ
オ
ジ
る
め
し
楽
に　

）
階
２
所
役
市
（
課
策
政
光
観

☎
88

７
１
１
８
‐

―第４回―　勝山にも火山があった！？

芳野ヶ原溶岩台地（法恩寺山）

ガラス質安山岩

平成 26 年 (2014)10 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

に
角
一
の
社
神
山
白
谷
矢
大
寺
泉
平

約
さ
高
、
は

23

約
行
奥
、
ｍ

40

と
の
ｍ

そ
。
す
ま
り
あ
が
塊
の
岩
な
大
巨
も
て

を
殿
拝
も
に
今
、
と
く
づ
近
に
塊
岩
の

き
大
の
そ
、
え
見
も
に
う
よ
す
潰
し
押

ま
れ
さ
倒
圧
が
て
べ
す
者
た
見
に
さ

。
す● 

？
か
の
た
き
ら
か
こ
ど
は
塊
岩
大
巨

　

火
噴
山
火
は
塊
岩
の
こ
、
で
ま
れ
こ

よ
に
流
砕
火
か
と
た
き
て
れ
さ
ば
飛
で

ま
い
て
れ
ら
え
考
と
た
き
て
れ
さ
流
り

地
各
る
す
関
に
火
噴
の
山
火
、
が
た
し

、
り
よ
に
ど
な
と
こ
だ
ん
進
が
究
研
の

脆
の
）
近
付
上
頂
の
山
月
保
の
在
現
（

象
現
象
気
は
く
し
も
震
地
が
分
部
な
弱

流
ら
か
源
壊
崩
た
れ
離
㎞
５
約
り
な
と

。
す
ま
い
て
れ
さ
明
解
と
た
き
て
れ

て
い
つ
に
質
岩
の
塊
岩
●

　

あ
で
源
壊
崩
、
は
質
岩
の
塊
岩
の
こ

と
の
も
の
近
付
上
頂
山
月
保
の
在
現
る

マ
グ
マ
に
際
の
火
噴
、
り
お
て
し
致
一

。
す
で
の
も
た
い
付
び
結
く

の
山
火
、
は
に
塊
岩
な
大
巨

、
き
で
認
確
も
子
様
の
層
成

で
部
一
の
山
火
は
て
つ
か

て
い
つ
に
辺
周
の
塊
岩
●

　

や
床
河
の
川
天
財
弁
の
て
け
か
に
落
集

の
小
大
な
う
よ
の
こ
、
は
に
辺
周
社
神

に
壊
崩
山
火
、
り
お
て
し
在
点
が
塊
岩

え
伝
に
今
を
さ
凄
の
れ
だ
な
屑
岩
る
よ

。
す
ま
い
て

　

た
人
先
、
は
ら
か
辺
周
の
塊
岩
の
こ

が
と
こ
る
見
間
垣
を
り
ぶ
し
ら
暮
の
ち

多
、
は
ら
か
下
塊
岩
の
こ
。
す
ま
き
で

の
代
時
安
平
や
器
石
の
代
時
文
縄
の
数

か
く
古
、
り
お
て
れ
さ
見
発
が
器
恵
須

と
象
対
の
仰
信
を
塊
岩
な
大
巨
の
こ
ら

場
た
い
て
れ
わ
行
が
祀
祭
や
活
生
て
し　

）
階
２
所
役
市
（
課
策
政
光
観

☎
88

７
１
１
８
‐

－第５回－ 里山に現れる大きな岩の塊はどこからきたのか？

大矢谷白山神社の巨大岩塊

巨大岩塊の成層構造の様子

平成 26 年 (2014)11 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

に
だ
ち
み
お
お

谷
道

層う
そ

地
の
期
末
代
時
竜
恐
る
れ
ば
呼
と
」

の
層
地
の
そ
。
す
ま
い
て
し
出
露
が
層

円
い
丸
、
は
に
中

き
れ
ん
え

ど
な
石
化
物
植
や
礫

円
の
こ
。
す
ま
い
て
れ
ま
く
含
く
多
が

正
「
で
名
の
別
（。
す
で

ん
が
い
け
い
せ

も
と
」
岩
珪

）
す
ま
い
て
れ
ば
呼● 

て
い
つ
に
礫
円

　

が
台
土
の
島
列
本
日
、
は
礫
円
の
こ

が
」
砂
「
で
陸
大
国
中
、
に
前
る
き
で

、
て
つ
か
。
す
で
の
も
た
き
て
れ
ば
運

で
き
続
陸
が
島
列
本
日
と
陸
大
ア
ジ
ア

。
す
ま
い
て
れ
ら
え
考
と
前
年
億

　

（
素
珪
化
酸
二
は
礫
円

SIO₂

塊
の
）

が
と
こ
い
な
れ
割
に
単
簡
も
て
い
叩
で

。
す
で
徴
特

礫
円
と
園
公
谷
竜
●

　

が
係
関
い
深
と
礫
円
の
こ

財
化
文
定
指
市
、
が
の
る
あ

に
園
公
谷
竜
町
向
野
の
勝
名

。
す
で
段
石
の
段
０
０
２
る
あ

た
れ
ら
く
つ
て
し
出
り
切
を
石
粟
の
山

円
の
こ
、
は
に
部
一
の
段
石
、
で
の
も

大
は
園
公
谷
竜
、
に
さ
ま
。
す
ま
き
で

な
所
場
く
付
び
結
が
史
歴
の
域
地
と
地

。
す
で
の

う
そ
探
●

!!

」
オ
ジ
「
な
近
身

　

、
は
化
文
史
歴
の
域
地
、
に
う
よ
の
こ

接
密
と
ち
立
り
成
の
地
大
の
域
地
の
そ

の
こ
た
き
て
し
見
発
再
、
見
発
で
ム
ア

楽
ら
か
地
見
な
的
学
科
を
産
遺
な
う
よ

。
か
ん
せ
ま
み
で
ん
し

　

中
の
景
風
や
活
生
な
近
身
の
ん
さ
皆

か
る
き
で
見
発
が
」
オ
ジ
「
な
た
新
に

。
ん
せ
ま
れ
し
も　

）
階
２
所
役
市
（
課
策
政
光
観

☎
88

７
１
１
８
‐

－第６回－ 大陸からの手紙・野向町牛ヶ谷のオーソコーツァイト

円礫が入る地層（野向町牛ヶ谷）

石段に含まれる円礫を探す様子
（野向公民館ジオツアーより）

平成 26 年 (2014)12 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

山
勝
（
期
末
代
時
竜
恐
、
は
山
岡
村

た
れ
さ
成
形
り
よ
に
動
活
山
火
の
）
頃

山
小
の
ｍ
１
０
３
高
標
の
岩
溶
が
体
全

０
５
６
約
ら
か
今
、
は
山
岡
村
。
す
で

き
突
を
層
地
の
群
層
取
手
、
前
年
万
０

が
マ
グ
マ
ら
か
下
地
て
し
に
う
よ
る
破

ち
た
か
の
在
現
れ
さ
化
風
や
食
侵
が
山

た
い
硬
的
較
比
は
岩
溶
る
く
つ
を
山
岡

帯
を
み
丸
、
え
耐
に
化
風
や
食
侵
、
め

。
す
ま
い
て
し
を
容
山
た
び● 

山
岡
村
の
て
し
と
ト
イ
サ
オ
ジ

　

福
の
側
西
北
は
ら
か
頂
山
の
山
岡
村

見
く
よ
を
向
方
野
大
の
側
南
や
野
平
井

側
西
、
た
ま
。
す
ま
き
で
が
と
こ
す
渡

と
こ
す
ろ
下
見
を
地
街
市
の
山
勝
は
に

近
付
頂
山
、
め
た
の
そ
。
す
ま
き
で
が

１
（
年
２
正
天、
は
に

向
一
前
越
、）
４
７
５

と
寺
泉
平
が
揆
一

跡
城
の
そ
、
れ
ら
造

向
一
、
で
い
戦
の
こ

勝
に
寺
泉
平
は
揆
一

村
来
以
れ
そ
、
し
利

」
ま
や
ち
か
「、
は
山
岡

に
う
よ
る
れ
ば
呼
と

地
の
」
山
勝
「、
り
な

。
す
ま
い
て
れ
ら
え

　

様
多
は
に
山
岡
村
、
た
ま

、
り
お
て
し
息
生
が
物
植
動
な

、
史
歴
の
域
地
、
質
地
・
形
地

ま
込
め
詰
が
素
要
の
物
植
動

ま
え
い
と
ト
イ
サ
オ
ジ
た
れ

。
す

ぶ
学
を
山
岡
村
●

　

が
ち
た
童
児
の
生
年
３
校
学
小
岡
村

、
で
中
の
習
学
」
る
知、
め
つ
見
を
域
地
「

岡
村
、
て
り
借
を
力
の
ち
た
人
の
域
地

て
い
つ
に
史
歴
、
花
草
や
物
き
生
の
山

通
を
習
学
の
ら
れ
そ
。
す
ま
い
で
ん
学

岡
村
、
り
知
を
値
価
の
山
岡
村
、
て
し

成
醸
で
中
の
ち
た
童
児
が
ち
持
気
う
い

。
す
ま
い
て
れ
さ

　

よ
る
す
表
代
を
区
地
各
、
は
に
内
市

の
ら
れ
そ
。
す
ま
り
あ
が
川
や
山
な
う

歴
、
系
態
生
る
す
連
関
や
程
過
の
成
形

と
こ
な
要
重
も
て
と
は
と
こ
ぶ
学
を
史

。
す
ま
え
言
と　

）
階
２
所
役
市
（
課
策
政
光
観

☎
88

７
１
１
８
‐

－第７回－ 恐竜時代末期に形成された村岡山

丸みを帯びた村岡山のフォルム

村岡山は白い溶岩でできて
いる（村岡小３れきしチー
ムの段ボール模型）

平成 27 年 (2015)1 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
● 

係
関
の
峰
白
市
山
白
と
市
山
勝

　

峠
谷
に
間
の
峰
白
市
山
白
と
市
山
勝

が
峠
谷
の
こ
ら
か
く
古
。
す
ま
り
あ
が

易
交
し
来
往
が
々
人
、
り
な
と
口
関
玄

ど
な
化
文
や
史
歴
、
れ
わ
行
に
ん
盛
が

。
た
し
ま
れ
ま
生
が
点
通
共
の
く
多
数
の

２
も
市
山
白
、
年
９
０
０
２
は
市
山
勝

ん
組
り
取
に
化
性
活
域
地
で
ム
ラ
グ
ロ

。
す
ま
い
で● 

」
旅
の
石
と
水
「
る
ま
始
ら
か
山
白、
は

　

ろ
こ
と
い
近
に
道
赤
、
は
辺
周
山
白

地
雪
豪
の
指
屈
界
世
、
ら
が
な
り
あ
に

く
吹
ら
か
陸
大
ア
ジ
ア
に
冬
。
す
で
帯

が
流
暖
、
は
風
節
季
た
し
燥
乾
く
た
冷

、
に
間
る
す
過
通
を
空
上
海
本
日
る
れ
流

昇
上
で
と
こ
る
か
つ
ぶ
に
山
白
が
風
た

大
れ
さ
や
冷
に
激
急
、
し
生
発
が
流
気

水
け
解
雪
の
そ
。
す
ま
り
降
が
雪
の
量

削
を
地
大
で
中
る
れ
流
を
川
取
手
、
は

ら
が
な
り

形
を
谷
峡

運
、
し
成

石
た
れ
ば

る
ま
た
が

扇
で
と
こ

つ
を
地
状

し
出
り
く

。
す
ま
い
て

旅
も
石
で
と
こ
る
す
を
旅
が
水

日
、
て
し
そ
。
す
で
の
る
す
を

空
上
は
水
た
し
達
到
に
海
本

そ
雲
び
再
、
り
が
上
い
舞
に

川
取
手
山
白
り
な
と
雪
て
し

し
出
み
生
が
旅
の
石
と
水
の
こ
、
は
で

自
と
地
大
た

の
と
人
、
然

わ
関
な
接
密

み
し
楽
を
り

ぶ
学
ら
が
な

き
で
が
と
こ

。
す
ま

● 

れ
ま
生
ら
か
旅
の
石
と
水
も
に
山
勝

が
源
資
た

　

、
も
）
壁
里
七
（
丘
段
岸
河
の
山
勝

の
地
大
と
き
ら
た
は
る
削
を
地
大
が
水

湧
に
表
地
が
水
下
地
。
す
で
つ
一
の
の

ん
さ
く
た
は
点
通
共
、
が
す
ま
い
違
は

。
す
で
の
る
あ

　

さ
良
の
土
郷
、
と
る
み
て
べ
比
見
を
源

。
ん
せ
ま
れ
し
も
か
る
き
で
見
発
再
を

　

供
提
図
・
真
写

　

）
階
２
所
役
市
（
課
策
政
光
観

☎
88

７
１
１
８
‐

－第8回－　トンネルを抜けるとそこもジオパークだった！！

水循環の模式図

手取峡谷

平成 27 年 (2015)2 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

ち
た
私
、
に
う
よ
る
あ
が
前
名
に
人

地
「
ち
わ
な
す
前
名
も
に
地
大
む
住
が

害
災
然
自
と
形
地
。
す
ま
り
あ
が
」
名

を
例
の
来
由
の
名
地
る
れ
ら
見
に
山
勝

。
す
ま
し
介
紹● 

名
地
る
か
分
が
子
様
の
形
地

　

あ
が
名
地
う
い
と
」
田
袋
「」
袋
大
「

い
と
」
る
れ
く
ふ
「、
く
な
は
で
の
も
た

い
て
れ
わ
言
と
の
も
た
出
ら
か
葉
言
う

て
し
曲
湾
、
が
ど
な
沼
湖
や
川
。
す
ま

」
ロ
ク
フ
「を
辺
水
の
地
平
る
い
て
れ
く
ふ

ま
い
言
と

。
す

こ
れ

ら

、
は

川に
曲
屈
の

か
形
地
た

地
の
こ
ら

け
付
が
名

も
た
れ
ら

え
考
と
の

。
す
ま
れ
ら

● 

名
地
る
え
伝
を
害
災
然
自

　

く
多
は
名
地
る
す
来
由
に
害
災
然
自

」
倉
横
「」
倉
壁
「
ば
え
例
。
す
ま
り
あ

、
し
表
を
面
斜
急
は
」
ラ
ク
「
の
ど
な

で
名
地
な
的
表
代
る
れ
ら
け
付
に
地

」
ノ
イ
「の
ど
な」
野
猪
「」
口
野
猪
「。
す

の
上
地
状
扇
、
し
表
を
所
場

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
付
に
落
集

　

施
災
減
な
々
様
、
は
在
現

じ
講
が
策
対
り
よ
に
ど
な
設

守
が
全
安
の
ち
た
私
、
れ
ら

河
や
れ
崩
崖
は
昔
、
が
す
ま
い
て
れ
ら

し
苦
を
々
人
の
く
多
が
ど
な
濫
氾
の
川

り
か
わ
ら
か
名
地
が
史
歴
う
い
と
た
め

。
す
ま

例
の
名
地
る
か
わ
が
子
様
の
形
地
○

の
川
河
・
筋
谷

点
地
流
合

俣
杉
、
俣
西
北

州
中
の
川
河

）
形
地
島
（

金
妙
西
、
島
金
妙

ど
な
島
東
坂
、
島

の
淵
・
地
湿
低

形
地

渕
長
、
田
保

す
ま
り
あ
数
多
も
に
か
ほ
※

　

、
は
）
む
含
名
地
字
小
・
字
大
（
名
地

の
そ
、
ず
ら
な
み
の
害
災
然
自
・
形
地

、
物
植
動
る
す
息
生
や
物
産
特
の
域
地

と
城
や
社
神
、
関
機
政
行
の
藩
や
府
幕

て
し
来
由
に
ど
な
事
来
出
、
分
身
や
前

、
め
た
る
す
を
見
発
い
し
新
。
す
ま
い

変
が
方
み
読
で
中
途
る
れ
ら
え
伝
、
し

。
す
ま
り
あ　

）
階
２
所
役
市
（
課
策
政
光
観

☎
88

７
１
１
８
‐

あいいてまれ川にきか地けもえ

－第９回－　地名から紐
ひも

解くジオパークの楽しみ方

勝山城博物館展望台から見た大袋

平成 27 年 (2015)3 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク

　

は
市
山
勝成

平

21

に
年

ふ
谷
渓
竜
恐
「

8

の
目
番35

域
地

ち
う
の
そ
、
り
あ

7

。
す
ま
い
て
れ
さ
定
認
に
ク

　

球
地
、
は
味
意
の
そ
、
が
す
ま
い
て
れ
さ
称

然
自
る
す
有
を
徴
特
な
要
重
て
見
に
的
学
科

け
だ
れ
そ
、
り
あ
で
園
公
の
め
た
む
し
親
に

産
遺
化
文
や
産
遺
然
自
の
他
の
そ
、
く
な
で

産
遺
な
々
様
の
ら
れ
そ
、
が
域
地
る
す
有
を

発
済
経
な
的
続
持
の
域
地
ら
が
な
し
用
利
に

。
す
で
み
組
仕
す
指
目
を
展

　

、
来
以
任
就
に
長
市
が
私
、
は
で
市
山
勝

約
15

い
無
の
根
屋
と
ご
る
ま
は
ち
ま
「
間
年

。
た
し
ま
き
て
め

　

」
業
事
掘
発
き
ん
げ
ち
ま
が
わ
「
間
の
こ

、」
業
事
展
発
「」
業
事
造
創
「、
り
ま
始
に

」
業
事
成
醸
力
魅
ち
ま
が
わ
「
く
続
に
れ
そ

市
山
勝
が
民
市
、
し
展
進
と
」
業
事
酵
発
「

き
て
せ
さ
活
復
を
り
誇
と
信
自
の
域
地
、
し

が
体
団
民
市
や
域
地
に
で
ま
れ
こ
。
た
し
ま

お
て
し
超
を
0
0
2
、
は
業
事
り
く
づ
ち
ま

に
力
進
推
の
り
く
づ
ち
ま
る
よ
に
民
市
、
り

　

成
平
、
で
こ
そ

27

コ
エ
の
こ
、
ら
か
度
年

し
括
包
を
動

ま
る
よ
に
ク

を
り
く
づ
ち

。
す
ま
め
進

の
め
た
の
そ

し
と
力
進
推

光
観
工
商
て

に
た
新
に
部

く
づ
ち
ま
ク

新
を
」
課
り

、
り
あ
で
」
館
物
博
い
無
の
根
屋
「、
は
ム
ア
ジ

と
然
自
と
人
と
地
大
、
は
質
本
の
方
え
捉
の

共
、
り
あ
で
的
遍
普
て
い
お
に
り
わ
か
か
の

。
す
ま
い
て
し
通

　

ま
り
い
ま
て
し
信
発
に
国
全
も
で
面
光
観

の
動
活
に
共
と
ま
さ
皆
の
民
市
て
し
と
核
を

ム
ラ
グ
ロ
プ
コ
ス
ネ
ユ
、
て
し
実
充
を
身
中

い
て
え
考
と
い
た
き
い
て
し
に
）
段
手
（
ル

。
す
ま　

　
　
　
　

）
階
２
所
役
市
（☎

88

６
２
１
８
‐

長
市
山
勝

　

山　
岸　
正　
裕

ジオツアーの様子（平泉寺町大矢谷）

平成 27 年 (2015)4 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

原
高
師
呂
六
る
あ
の
原
湿
の

て
れ
ば
運
れ
流
に
際
の
れ
崩
山

し
積
堆
く
厚
が
ど
な
砂
土
た
き

地
が
物
積
堆
の
そ
。
す
ま
い
て

凹
た
き
で
て
し
こ
起
を
り
べ
す

。
す
ま
い
て
れ
ら
え
考

物
植
地
湿
な
重
貴
●

　

湿
な
様
多
、
は
に
原
湿
の
こ

き
生
の
ど
な
虫
昆
や
物
植
性
地

か
む
。
す
ま
い
て
し
息
生
が
物

い
囲
雪
や
根
屋
き
ぶ
や
か
、
し

シ
ヨ
た
い
て
れ
さ
用
使
に
ど
な

オ
オ
は
で
部
央
中
、
し
育
生
が

ズ
ミ
は
で
脇
道
木
、
ケ
ゴ
ズ
ミ

ラ
キ
カ
、
ウ
ソ
キ
ト
や
リ
ド
チ

ニ
オ
オ
、
ケ
ゴ
ン
セ
ウ
モ
、
ン

植
性
地
湿
な
重
貴
の
ど
な
ナ
ガ

。
す
ま
え
行
が
察
観
の
物

動
活
ぶ
学
、
え
伝
、
り
守
●

　

寺
泉
平
や
民
住
域
地
、
年
近

県
、
者
護
保
・
童
児
の
校
学
小

動
活
全
保
る
せ
さ
復
回
を
系
態

わ
行
が
ど
な
り
刈
シ
ヨ
て
し
と

を
原
湿
、
た
ま
。
す
ま
い
て
れ

わ
行
で
校
学
や
域
地
が
ど
な
り

－第10回－　保全活動により蘇る生態系・池ヶ原湿原

れ
さ
直
見
が
値
価
と
在

。
す
ま
い
て
き
て

　

、
は
て
い
つ
に
動
活
の
ら
れ
こ

事
、
て
い
お
に
」
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ

。
す
ま
れ
わ
行
が
表
発
例

　

月
６
、
た
ま

27

ヨ
の
催
主
が
会
議
協
絡
連
原
湿
原

察
観
は
に
㈰
日
５
月
７
、
り
刈
シ

、
ひ
ぜ。
す
ま
い
て
れ
さ
定
予
が
会

。
い
さ
だ
く
加
参
ご 　

）
階
２
所
役
市
（☎88

６
２
１
８
‐

池ヶ原湿原の
地すべり模式図

平成 27 年 (2015)5 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

の
県
阜
岐
と
県
井
福
、
は
川
竜
頭
九

、
㎞
６
１
１
さ
長
る
す
発
に
峠
坂
油
境
県

の
大
最
下
県
の
㎢
０
３
９
２
積
面
域
流

峡
川
竜
頭
九
い
深
は
流
上
。
す
で
川
河

山
勝
と
野
大
は
域
流
中
、
り
く
つ
を
谷

量
多
に
野
平
井
福
は
域
流
下
、
に
地
盆

ま
い
て
れ
流
ら
が
な
し
積
堆
を
砂
土
の

、
は
川
竜
頭
九
る
れ
流
を
地
盆
山
勝
。
す

流
合
の
と
川
波
滝
、
し
流
北
を
地
街
市

野
平
井
福
、
じ
転
に
西
く
き
大
で
近
付● 

る
い
て
し
出
露
に
床
河
の
川
竜
頭
九

石
岩
な
々
様

　

、
は
に
床
河
の
近
付
井
荒
下
町
羽
遅

時
成
形
海
本
日

が
岩
成
火
の
代

ま
い
て
し
出
露

九
、
は
れ
こ
。
す

岸
左
の
川
竜
頭

越
る
が
広
に
側

の
地
山
央
中
前

こ
。
す
で
の
も
た
し
出
露
れ
さ
出
い
洗甌

（

つ
け
う
お

、
崖
食
浸
い
低
た
い
描
を
弧
や
）
穴

川
竜
頭
九
、
れ
ら
見
が
面
食
侵
な
ら
平

が
用
作
食
侵
の

見
る
か
分
く
よ

。
す
で
ろ
こ
ど

　

右
川
竜
頭
九

、
は
に
岸
川
の
崎

こ
。
す
ま
い
て
し
出
露
が
）
岩

火
の
後
前
滅
絶
竜
恐
、
は
岩
の

岩
紋
流
た
れ
さ
成
生
で
動
活
山

た
い
て
し
出
露
年
長
、
が
す
ま

。
す
で
の
も

通
交
川
河
の
川
竜
頭
九
●

　

の
で
ま
山
勝
ら
か
港
国
三
、
て
つ
か

約
53

の
運
舟
く
な
別
の
夜
昼
、
間
の
㎞

来
往
が
船
川
を
川
竜
頭
九
、
り
あ
が
便

島
比
か
ほ
の
渡
舟
小
。
た
し
ま
い
て
し

。
す
ま
り
あ
が
碑
石
に
所
場
た

　

、
り
な
く
な
は
場
し
渡
の
そ、
降
以
治
明

設
建
れ
ぞ
れ
そさ

れ
ま
し

。
た最

内
県
も
で
中

る
れ
わ
言
と
古

小
「
橋
の
製
鉄

今
が
」
橋
渡
舟

的
史
歴
る
あ
値
価
の
域
地
、
で
在
健
も

　

い
沿
川
河
る
い
て
見
く
な
気
何
頃
日

や
観
景
、
と
る
み
て
い
歩
て
し
意
注
を

き
て
え
見
が
り
が
な
つ
の
と
人
、
域
地

を
川
の
く
近
お
る
い
で
ん
住
。
す
ま

。
す
ま
し 　

）
階
２
所
役

☎
88

６
２
１
８
‐

－第11回－　九頭竜川の自然景観をみる

松ヶ崎の赤岩

小舟渡橋

下荒井付近の川床

平成 27 年 (2015)6 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

培
栽
が
物
作
農
の
く
多
、
は
で
山
勝

地
の
そ
、
は
物
作
農
。
す
ま
い
て
れ
さ

さ
培
栽
が
物
作
。
す
ま
り
あ
に
係
関
い

ば
運
ら
か
流
上
の
川
河
、
は
壌
土
る
れ

や
石
岩
る
あ
に
上
地
や
砂
土
た
き
て
れ

に
土
て
し
化
風
が
ど
な
灰
山
火
、
層
地

。
す
ま
り
あ
が
合● 

壌
土
ク
ボ
ロ
ク

　

市
内
にく

き
大
、
は

て
け
分

10
種土

の
上
以
類

し
布
分
が
壌

。
す
ま
い
て

、
向
野
、
土
荒

泉
平
、
岡
村

に
域
地
の
寺

灰
山
火
る
れ
ば
呼
と
」
ク
ボ
ロ
ク
「、
は

は
水
で
壌
土
性
酸
、
は
ク
ボ
ロ
ク
。
す

う
い
と
い
な
え
蓄
を
分
養
、
く
良
が
け

特
の
壌
土
の
そ
、
が
す
ま
ち
持
を
徴
特

に
う
よ
る
す
適
に
作
稲
、
え
ま
踏
を
徴

行
を
）
良
改
壌
土
（
り
く
づ
土
が
家
農

。
す
ま
い
て
れ
わ
行
が
培
栽
ら
が
な
い

、
は」
ま
ご
え
「の
町
向
野
や
ば
そ
の
産
特

要
必
を
分
養
り
ま
あ
、
ず
ば
選
を
壌
土

土
の
こ
、
め
た
る
あ
で
物
作
い
な
し
と

。
す

● 

伏
る
れ
流
を
中
層
礫
丘
段

菜
水
山
勝
と
水
流

　

目
段
２
丘
段
岸
河
の
市
北

、
は
で
場
圃
る
あ
に
面
丘
段
の

菜
水
山
勝
の
産
特
、
間
期
冬

わ
行
に
ん
盛
が
培
栽
中
雪
の

か
面
の
段
の
上
の
場
圃
。
す
ま
い
て
れ

中
雪
が
水
下
地
る
れ
流
を
中
礫
く
浅
ら

。
す
ま
い
て
れ
さ
用
利
に
培
栽

　

、
に
ら
さ

で
源
資
域
地

を
雪
る
あ
も

雪
た
し
用
活

、
は
培
栽
中

分
糖
の
菜
水

果
効
す
増
をが

あ
り
ま

。
す

　

様
多
の
質
地
・
形
地
、
に
う
よ
の
こ

性
様
多
の
布
分
壌
土
た
れ
ま
生
ら
か
性

育
を
性
様
多
の
培
栽
物
作
で
山
勝
、
は

を
業
農
る
あ
で
業
産
幹
基
の
山
勝
、
み

。
す
ま
え
言
と
た
き
て
せ
さ
に
ん
盛

　

土
、
も
に
外
以
物
作
た
し
介
紹
回
今

あ
く
多
が
物
作
る
せ
示
を
係
関
の
と
壌

徴
特
の
物
作
は
ず
ま
。
す
ま
い
思
と
る

地
大
と
壌
土
や
と
こ
の
壌
土
、
え
考
を

い
ろ
し
も
お
、
も
の
る
え
考
を
係
関
の

。
す
ま
い
思
と
か
い
な
は
で
の 　

）
階
２
所
役

 

☎
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６
２
１
８
‐

－第12回－　地形・地質の多様性から見た勝山の作物栽培の多様性

勝山水菜の雪中栽培（北市）

平成 27 年 (2015)7 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

と
る
け
か
で
に
原
河
て
め
求
を
然
自

き
で
が
と
こ
う
会
出
に
石
い
丸
な
々
様

る
あ
が
場
工
の
石
に
流
上
の
川
。
す
ま

ち
た
か
や
色
い
ら
く
る
え
思
と
は
で
の

転
が
ど
な
石
い
し
珍
や
石
な
い
れ
き
が

を
ど
な
程
過
の
成
形
や
質
地
の
地
土
の

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
え
考● 

報
情
る
え
見
ら
か
石
の
原
河

　

子
様
の
地
大
の
流
上
は
に
石
の
原
河

た
が
報
情
る
き
で
が
と
こ
る
す
解
理
を

　

流
下
て
し
と
源
を
山
、
は
水
の
川
河

を
ど
な
山
に
際
の
そ
。
す
ま
れ
流
と
へ

堆
・
搬
運
を
砂
土
や
石
、
し
食
侵
し
崩

た
の
そ
。
す
ま
り
く
つ
を
原
河
て
し
積

流
上
、
で
と
こ
る
見
を
石
の
原
河
、
め

子
様
の
ど
な
層
地
の
崖
や
肌
山
る
あ
に

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
知
を

石
ぶ
運
が
川
竜
頭
九
■

　

勝
る
す
置
位
に
域
流
中
の
川
竜
頭
九

成
形
を
地
土
の
野
大
、
は
に
原
河
の
山

た
い
て
し

砂
土
や
石の

ほ

、
かや

川
波
滝女

神

、
川ど

な
川
皿

域
市
山
勝

源
を
山
の

河
る
す
と

堆
が
砂
土
や
石
の
ら
か
流
上
川

。
す
ま
い
て
し
積

　

地
の
流
上
川
河
の
れ
ぞ
れ
そ

多
は
に
石
る
か
つ
見
で
原
河
の

、
ば
え
例
。
す
ま
り
あ
が
性
様

が
崖
る
か
つ
見
が
石
化
に
川
支
や
流
上

、
は
で
原
河
む
込
れ
流
が
川
波
滝
る
あ

合
場
る
か
つ
見
が
石
た
れ
ま
含
が
石
化

。
す
ま
り
あ
が

　

川
河
る
あ
に
域
市
山
勝
、
ん
ろ
ち
も

し
積
堆
れ
流
に
域
流
下
も
砂
土
や
石
の

て
い
ま本

一
。
す

で
川
河
の

や
域
流
も

応
に
所
場

る
見
て
じ

で
が
と
こ

が
石
る
き

。
す
ま
き

　

多
は
で
原
河
の
山
勝
、
に
う
よ
の
こ

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
け
つ
見
を
石
な
様

会
都
た
れ
さ
り
張
面
三
が
く
多
の
川
河

自
い
な
き
で
が
と
こ
る
す
験
体
、
は
で

が
ど
な
し
探
石
や
び
遊
川
の
で
中
の
然

。
す
ま
え
言
と
つ
と
ひ
の
力 　

）
階
２
所
役

 

☎
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－第13回－　河川により運ばれてきた石の多様性

公民館学級の様子（杉山橋下）

滝波川の河原の石たち

平成 27 年 (2015)8 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

治
明
、
は
井
福

20

、）
7
8
8
1
（
年

の
重
二
羽
用
出
輸
ら
か
生
桐
の
県
馬
群

ま
し
始
開
を
産
生
、
び
学
を
術
技
織
製

ま
じ
は
が
産
生
も
で
山
勝
て
が
や
。
す

治
明
に
特
、
り

30

代
時
正
大
ら
か
代
年

回
今
。
す
ま
し
躍
飛
く
き
大
て
け
か
に

気
、
て
い
つ
に
景
背
た
し
躍
飛
の
こ
、
は

。
す
ま
き
い
て
見
ら
か
点
視
の
形
地
や
候

神
精
の
取
進
と
業
産
の
山
勝
●

　

で
山
勝
の
ろ
ご
り
わ
終
の
代
時
治
明

で
ま
れ
こ
、
は

で
心
中
の
業
産

勝
、
が
草
煙
刻

草
煙
や
火
大
山

ど
な
制
売
専
の

閉
が
来
将
、
で

ま
い
て
れ
さ
ざ

、
で
こ
そ。
た
し

ち
た
人
の
山
勝

た
い
て
れ
ら
織
に
ん
盛
で
市
井
福
、
は

う
行
に
的
極
積
り
よ
を
産
生
の
重
二
羽

う
よ
え
こ
り
乗
を
難
困
の
そ
、
で
と
こ

本
日
、
は
に
景
背
の
そ
。
た
し
ま
し
と

が
ち
た
人
す
ら
暮
に
国
雪
の
有
特
側
海

が
性
軟
柔
く
い
て
れ
入
り
取
を
の
も
い

。
す
ま
い
て
れ
わ
い
と
だ
ら
か
る
あ

車
電
・
機
織
力
と
電
発
力
水
●

　

で
心
中
の
地
産
重
二
羽
は
山
勝
、
方
一

と
る
い
て
れ
な
は
く
遠
ら
か
井
福
る
あ

福
。
た
し
ま
り
あ
に
境
環
的
理
地
う
い

を
重
二
羽
に
様
じ
同
と
辺
近
の
そ
や
井

く
高
が
段
値
の
品
製
、
り
か

治
明
、
は
業
機
の
山
勝

41

以
年

つ
に
ど
な
尾
中
の
村
谷
北
、
降

大
、
や
所
電
発
力
水
た
れ
ら
く

力
水
た
し
備
整
が
ら
自
業
機
に
代
時
正

機
織
力
、
て
し
用
利
を
力
電
の
所
電
発

に
量
大
を
品
製
い
良
、
り
図
を
及
普
の

。
た
し
ま
え
整
を
み
組
仕
る
き
で
産
生

正
大
、
た
ま

3

、
は
に
）
4
1
9
1
（
年

、
し
通
開
が
車
電
に
間
の
山
勝
と
井
福

向
が
力
送
運上

し
ま
し

。
た

 

、
域
地
山
勝

川
波
滝
に
特

内
県
は
系
水

発
力
水
も
で

中
集
が
所
電

し
ま
い
て
し

、
は
れ
そ
。
た

設
建
を
所
電
発
、
が
ど
な
形
地
の
山
勝

　

が
形
地
や
候
気
の
市
山
勝
た
し
う
こ

を
活
生
の
ち
た
私
、
み
育
を
業
産
物
織

ふ
谷
渓
竜
恐
が
れ
こ
。
す
ま
い
て
え
支

。
す
ま
い
て 　

）
階
２
所
役

 

☎
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６
２
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－第14回－　勝山の気候・地形と織物産業

ゆめおーれ勝山で織られた羽二重

薬師水力発電所（大正9年ごろ・個人蔵）

平成 27 年 (2015)9 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク

地
台
な
か
や
緩
の
部
東
町
寺
泉
平
●

　

）
帯
一
岸
左
川
神
女
（
部
東
町
寺
泉
平

４
１
０
２
回
５
第
（
前
以
、
は
形
地
の年

11

、
り
お
と
た
し
介
紹
ご
）
報
広
号
月

た
い
て
し
成
構
を
山
た
き
て
れ
ば
運
に

な
か
や
緩
て
し
積
堆
く
厚
が
ど
な
砂
土

付
橋
山
勝
。
す
ま
い
て
し
成
形
を
形
地

び
伸
に
か
や
緩
の
そ
、
と
る
見
ら
か
近

今
。
す
ま
き
で
解
理
く
よ
が
面
形
地
る

の
係
関
と
ど
な
砂
土
た
き
て
れ
ば
運
い

し
介
紹
ご
て
い
つ
に
」
池
め
た
「
い
深

。
す
ま

町
寺
泉
平
い
多
が
池
め
た
●

　

、
谷
矢
大
る
た
あ
に
部
東
町
寺
泉
平

ま
い
て
れ
さ
用
利
て
し
と
地
用
農
に
主

砂
土
た
き
て
れ
ば
運
て
し
壊
崩
が
山
火

財
弁
、
を
質
地
な
弱
脆
的
較
比
う
い
と

て
し
成
形
を
谷
い
深
て
し
食
侵
が
川
天

て
れ
さ
用
利
て
し
と
地
用
農
。
す
ま
い

河
の
川
天
財
弁
、
は
地
土
な
ら
平
る
い

に
ろ
こ
と
い
高
り
な
か
ら
か
床

の
水
用
業
農
、
め
た
る
す
置
位

あ
に
所
場
な
難
困
が
れ
入
り
取

る
す
服
克
を
ら
れ
そ
。
す
ま
り

た
の
用
漑
灌
ら
か
く
古
、
め
た

ま
き
て
れ
さ
備
整
く
多
が
池
め

。
た
し

　

め
た
に
部
東
町
寺
泉
平
に
う
よ
の
こ

あ
の
こ
、
は
由
理
る
れ
ら
見
く
多
が
池

が
係
関
に
い
大
と
質
地
や
形
地
の
り
た

。
す
ま
え
い
と
る
あ

池
め
た
の
尾
赤
●

　

の
町
寺
泉
平

で
中
の
池
め
た

年
０
０
８
１
も

れ
さ
備
整
に
頃

大
の
尾
赤
「
た

山
里
、
は
」
堤

広
た
れ
ま
囲
に

水
に
田
水
な
大

て
と
に
物
生
、
に
も
と
と
る
す
給
供
を

ま
い
て
し
成
形
を
境
環
辺
水
な
好
良
も

」
選
０
０
１
池
め
た
「の
省
産
水
林
農
。
す

の
井
福
い
た
え
伝
い
た
り
守
「
の
県
や

地
き
べ
す
全
保
、
て
し
と
」
山
里
地
里

同
、
た
ま
。
す
ま
い
て
れ
さ
定
選
に
域

、
り
よ
に
童
児
の
校
学
小
寺
泉
平
は
で
所

れ
さ
見
発
が
）
器
石
（
器
頭
尖
形
先
槍

が
人
ら
か
期
創
草
代
時
文
縄
、
り
お
て 　

）
階
２
所
役

 

☎
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６
２
１
８
‐

－第15回－　経ヶ岳火山の山体崩壊がもたらした地形とため池

赤尾の大堤

平成 27 年 (2015)10 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

な
雨
豪
・
雪
豪
、
火
噴
山
火
、
震
地

よ
に
動
活
の
球
地
、
は
象
現
然
自
の
ど

を
象
現
然
自
の
ら
れ
こ
、
れ
さ
た
も
り

し
。
す
で
能
可
不
は
と
こ
る
め
止
が
人

の
学
科
球
地
く
い
て
れ
さ
明
解
、
し
か

ち
た
分
自
や
害
災
の
去
過
、
果
成
究
研

こ
る
す
応
対
、
び
学
を
然
自
の
域
地
の

大
、
り
あ
で
能
可
は
と
こ
る
え
備
や
と

が
ち
た
私
、
は
回
今
。
す
で
と
こ
な
切

を
端
一
の
害
災
然
自
の
で
山
勝
む
住

害
災
然
自
る
え
伝
が
地
大
の
山
勝
●

　

大
、
て
し
と
例
る
か
分
が
跡
痕
の
害
災

塊
岩
大
巨
る
あ
に
内
境
社
神
山
白
谷
矢

、
形
地
山
れ
流
の
近
付
尾
赤
町
寺
泉
平
や

樫
の
倉
壁

べ
か
が
し
か

ら
れ
こ
。
す
ま
り
あ
が
壁
ケ

数
も
れ
ず
い
、
は
産
遺
質
地
・
形
地
の

形
地
た
き
で
り
よ
に
壊
崩
体
山
の
）
山

て
し
住
居
は
間
人
だ
ま
は
時
当
。
す
で

　

流
合
と
川
竜
頭
九
が
川
神
女
、
方
一

ば
呼
と
」
岩
雌
、
岩
雄
「
に
近
付
る
す

塊
岩
る
い
て
れ

。
す
ま
り
あ
が

　

年
６
２
７
１保

享
（

11

、）
年

で
流
上
川
神
女

け
解
雪
の
先
春

生
発
が
流
石
土

こ
。
す
で
の
も
た
き
て
れ
流
し

量
大
に
も
と
と
塊
岩
な
き
大
の

を
村
口
野
猪
の
時
当
が
砂
土
の

家
て
で
が
者
死
の
く
多
、
い
襲

く
な
も
形
跡
が
ど
ん
と
ほ
の
屋

な
口
野
猪
『
は
害
災
た
れ
さ
流

と
史
害
災
の
山
勝
、
れ
ば
呼
と
』
れ
が

。
す
ま
い
て
れ
ら
え
伝
に
今
て
し

を
地
大
な
近
身
う
よ
め
つ
見
■

　

」
会
の
性
女
こ
ろ
む
「
は
で
区
地
岡
村

成
の
地
大
の
区
地
岡
村
、
が
ん
さ
皆
の

検
の
そ
、
り
探
で
ち
た
分
自
を
ち
立
り

を
ど
な
ズ
イ
ク
災
防
た
い
づ
と
も
に
証

え
伝
に
ち
た
も
ど
子
の
岡
村
、
し
成
作

う
こ
。
す
ま
い
て
め
進
を
み
組
り
取
る

取
な
的
ル
デ
モ
ら
か
点
観
の
害
災
と
ク

。
す
ま
え
言
と
み
組
り 　

）
階
２
所
役
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

約
の
積
面
土
国
の
本
日

60

雪
、
は
％

、
め
じ
は
を
陸
北
。
す
で
域
地
る
も
積
が

側
海
本
日
ど
な
道
海
北
、
北
東
、
陰
山

地
の
ら
れ
こ
。
す
で
域
地
な
主
の
そ
が

々
様
に
し
ら
暮
の
々
人
が
雪
、
は
で
域

私
。
た
し
ま
き
て
し
ら
た
も
を
響
影
な

ま
り
あ
は
で
外
例
も
山
勝
む
住
の
ち
た

て
い
つ
に
雪
は
回
今
、
で
こ
そ
。
ん
せ

。
う
よ
し
ま
み
て
え
考■

は
の
る
降
が
雪
ん
さ
く
た
に
側
海
本
日

　

本
日
る
れ
流
が
流
暖
馬
対
、
が
風
節
季

と
雲
雪
て
け
受
を
気
蒸
水
と
熱
ら
か
海

く
多
に
側
海
本
日
、
て
し
昇
上
が
雲
雪

、
も
に
地
盆
山
勝
。
す
ま
せ
ら
降
を
雪
の

。
す
ま
せ
ら
降
を
雪
の
く
多
、
み
込
れ
流

む
育
を
土
風
と
ム
ダ
然
天
は
雪
積
■

　

要
重
で
え
う
る
え
考
を
源
資
水
は
雪

を
業
産
の
山
勝
。
す
で
つ
一
の
素
要
な

る
あ
に
川
神
女
や
川
波
滝
た
き
て
え
支

そ
が
雪
る
降
に
量
大
、
は
水
の
所
電
発

積
り
ま
つ
。
す
ま

」
ム
ダ
然
天
「が
雪

し
た
果
を
割
役
の

ま
え
言
と
る
い
て

は
雪
、
た
ま
。
す

土
風
の
山
勝
の
冬

し
ま
き
で
ん
育
を

原
小
町
谷
北
、
ば
え
例
。
た

、
は」
家
民
り
作
壁
大
「る
残
に

ら
か
分
部
階
１
で
雪
積
の
冬

た
る
な
に
難
困
が
り
入
出
の

り
入
出
の
長
縦
に
階
２
、
め

。
す
ま
い
て
れ
わ
言
と

　

で
雪
は
で
町
下
城
の
て
つ
か
、
た
ま

を
春
と
絆
の
々
人
な
ち
が
り
も
こ
じ
閉

左
山
勝
「
す
表
を
気
意
心
の
民
庶
つ
待

い
て
れ
ら
え
伝
に
今
が
」
り
つ
ま
長
義

。
す
ま■

が
跡
痕
の
害
災
然
自
に
景
風
い
な
気
何

　

斜
の
岳
尾
高
の
町
向
野
て
し
と
例
一

杉
に
状
帯
や
肌
地
の
状
じ
す
、
は
に
面

れ
こ
。
す
ま
れ
ら
見
が
分
部
い
な
が
林

る
な
重
度
、
は
ら

よ
に
生
発
の
崩
雪

線
が
面
斜
地
山
り

た
れ
ら
ぐ
え
に
状

の
こ
。
す
で
の
も

が
崩
雪
ら
か
景
風

が
と
こ
た
し
生
発

が
と
こ
る
す
解
理

。
す
ま
き
で

　

雪
豪
、
り
知
を
罪
功
の
雪
降
は
に
時

を
活
生
の
ち
た
私
る
い
て
き
生
で
域
地

は
て
し
渡
見
を
景
風
の
然
自
、
し
証
検 　

）
階
２
所
役
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高尾岳の雪崩痕

雪の小原

平成 27 年 (2015)12 月号



！！

　

成
平

27
年
12

査
審
再
の
前
年
２
。
た
し
ま
け
受
を
定
認

の
か
つ
幾
た
い
て
れ
ら
げ
挙
て
し
と
題
課

共
と
ま
さ
皆
の
体
団
係
関
、
を
目
項
摘
指

れ
さ
と
題
課
、
果
結
た
き
で
ん
組
り
取
に

ら
め
認
が
善
改
て
い
つ
に
く
多
の
目
項
た

。
す
で
の
も
る
よ
に
と
こ
た
れ

　

の
産
遺
質
地
・
形
地
の
山
勝
、
も
後
今

な
業
産
・
史
歴
・
然
自
、
や
護
保
・
全
保

。
す
ま
き
い
て
し

　

コ
エ
市
山
勝
、
て
し
と
弾
一
第
の
そ

」
い
集
る
え
考
を
り
く
づ
ち
ま
る
よ
に
ク

、
で
の
す
で
料
無
は
加
参
。
す
ま
し
催
開
を

ま
い
て
し
ち
待
お
を
加
参
ご
の
ん
さ
く
た

。
す 　

）
階
２
所
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地域資源を活かしたまちづくりを考えよう
と　き▶1月26日㈫　午後6時30分～ 8時40分
ところ▶すこやか第1会議室
内　容▶

　講師　野辺一寛氏（隠岐世界ジオパーク推進協議会事務局長）
まちづくり事例発表

（平泉寺町まちづくり推進協議会、むろこ女性の会）
勝山市エコミュージアム協議会「食の部会」による

食の紹介、試食

再認定の喜びに沸く山岸市長と関係者

平成 28 年 (2016)1 月号



た
し
か
活
を
源
資
域
地
「

催
開
」
い
集
る
え
考
を
り
く
づ
ち
ま

　

月
１

26

勝
、
て
い
お
に
か
や
こ
す
、
日

２
１
、
れ
さ
催
開
が
会
大
の
し
出
見
る
よ

。
た
し
ま
り
あ
が
加
参
の
人
０

会
演
講
■

　

隠
に
師
講

オ
ジ
界
世
岐

務
事
会
議
協

辺
野
の
長
局

諸
岐
隠
県
根
島
、
て
し
題
と
」
る
語
を
域

い
で
ん
組
り
取
に
緒
一
が
村
１
町
３
の
島

。
た
し
ま
き
だ
た
い
を
演
講
て
い
つ
に

　

、
は
に
化
文
や
史
歴
の
域
地
「
は
で
演
講

魅
の
域
地
で
葉
言
の
分
自
「」
る
が
な
つ
に

話
と
」
る
あ
で
要
重
が
と
こ
る
え
伝
を
力

の
動
活
り
く
づ
ち
ま
の
ら
か
れ
こ
、
れ
さ

。
た
し
ま
り
な
と
考
参

表
発
例
事
り
く
づ
ち
ま
■

　

推
り
く
づ
ち
ま
町
寺
泉
平
、
て
し
表
代
を

体
団
２
の
会
の
性
女
こ
ろ
む
と
会
議
協
進

。
た
し
ま
い
行
を
表
発
例
事
が

　

ま
町
寺
泉
平

進
推
り
く
づ
ち

は
ら
か
会
議
協

て
じ
通
を
間
年

い
で
ん
組
り
取

ち
ま
な
々
様
る

に
動
活
り
く
づ

ろ
む
、
て
い
つ

か
会
の
性
女
こ

し
と
心
中
を
察
観
の
ぼ
ん
と
か
あ
、
は
ら

ら
か
ち
立
り
成
の
山
岡
村
や
み
組
り
取
た

あ
が
表
発
て
い
つ
に
動
活
た
し
連
関
に
ク

。
た
し
ま
り

食
試
＆
介
紹
の
」
食
「
■

　

体
団
成
構
の
」
会

の
元
地
、
る
よ
に

た
し
用
使
を
材
素

研
の
頃
日
、
ど
な

と
介
紹
の
果
成
究

、
れ
わ
行
が
食
試

で
評
好
も
れ
ず
い

。
た
し

　

☎
）
階
２
所
役
市
（

88

６
２
１
８
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

後
背
の
そ
、
は
落
集
の
く
多
の
山
勝

や
害
災
砂
土
、
が
の
る
れ
さ
配
心
で
こ

回
今
。
す
ま
え
言
と
る
あ
で
害
災
崩
雪

し
策
対
で
力
の
然
自
を
害
災
崩
雪
、
は

介
紹
て
い
つ
に
落
集
谷
町
谷
北
る
い
て

。
す
ま
し

林
安
保
の
ナ
ブ
る
守
を
落
集
■

　

度
斜
傾
、
は
に
後
背
落
集
谷
町
谷
北

30

０
３
約
、
り
あ
が
面
斜
急
の
上
以
度

か
性
特
う
い
と
性
水
治
の
ナ
ブ
。
す
ま

ど
な
雨
大
や
崩
雪
は
林
ナ
ブ
の
谷
、
ら

し
と
林
安
保
る
守
を
落
集
ら
か
害
災
の

止
禁
が
採
伐
ら
か
頃
の
代
時
戸
江
、
て

に
切
大
り
よ
に
ち
た
人
の
域
地
、
れ
さ

。
す
ま
い
て
れ
ら
守

　

貯
を
水
、
り
く
つ
を
土
、
は
林
ナ
ブ

を
物
生
の
く
多
、
げ
ら
和
を
候
気
、
え

林
の
こ
。
す
ま
り
あ
が
き
ら
た
は
う
養

、
り
守
ら
か
害
災
然
自
を
落
集
谷
、
は

。
す
ま
い
で
ん
育
を
性
様
多
物
生

　

を
林
に
ｍ
０
０形

成
し
ま
すは

地
の
こ
、
が

０
５
４
約
高
標

、
く
低
的
較
比

く
多
け
だ
れ
こ

の
こ
が
ナ
ブ
の

し
生
群
で
高
標

重
貴
も
て
と
は
と
こ
る
い
て

。
す
ま
い
て
れ
わ
言
と
る
あ
で■ 

　
　
　
　
　

」
ち
み
の
ナ
ブ
「

　

か
つ
く
い
、
は
に
落
集
谷

で
が
と
こ
く
歩
ら
が
な
み
し
楽
を
景
風

て
れ
ら
け
設
が
）
路
策
散
、
径
小
る
き

け
か
に
林
ナ
ブ
ら
か
落
集
谷
。
す
ま
い

林
ナ
ブ
、
り
お
て
れ
さ
備
整
が
」
ち
み

バ
オ
オ
や
デ
エ
カ
ワ
チ
ウ
ハ
、
か
ほ
の

の
生
植
の
ど
な
ギ
リ
ド
ヤ
、
ジ
モ
ロ
ク

進
ｍ
０
０
８
約
。
す
ま
め
し
楽
が
察
観

す
地
が
面
斜
の
体
山
、
は
に
点
終
だ
ん

に
際
た
し
り
べ

と
た
れ
さ
成
形

周
る
れ
ら
え
考

、
ｍ
０
５
１
約
囲

の
ｍ
２
約
深
水

呼
と
」
平
の
池
「

が
地
沼
る
れ
ば

か
く
古
、
り
あ

の
竜
と
蛇
大
ら

。
す
ま
い
て
れ
が
継
り
語
が
説
伝
の
池

　

実
の
ナ
ブ
た
ち
落
に
秋
と
る
な
に
春

は
に
月
５
。
す
ま
き
吹
芽
に
斉
一
、
が

開
が
」
会
察
観
林
ナ
ブ
の
谷
「
の
緑
新

。
い
さ
だ
く
加
参
ご
ひ
ぜ
。
す
ま
れ
さ
催 　

）
階
２
所
役
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ジオパークまちづくり課のニューフェイス！

　

れ
ま
生
。
す
ま
し
申
と
秋
澄
町
の
員
門
専

の
県
山
富
、
り
隣
の
り
隣
の
県
井
福
、
は

入
に
学
大
、
で
）
市
山
富
現
（
町
野
沢
大

。
た
し
ま
ち
育
で
こ
こ
で
ま
る
す
学

　

成
平

14

球
地
部
学
理
学
大
沢
金
に
度
年

・程
課
期
前
士
博
院
学
大
、
し
学
進
へ
科
学

成
平
、
て
経
を
程
課
期
後

24

号
士
博
に
年

金
、
後
の
そ
。
た
し
ま
し
得
取
を
）
学
理
（

、
半
年
２
て
し
と
員
究
研
士
博
で
学
大
沢

成
平
、
け
続
を
究
研

26

成
平
ら
か
月
９
年

28

研
ア
ジ
ア
北
東
学
大
北
東
で
ま
月
３
年

グ
マ
、
で
学
質
地
・
学
石
岩
は
門
専
。
た

）
岩
ん
ら
ん
か
（
石
岩
る
な
と
と
も
の
マ

組
仕
る
ま
固
や
み
組
仕
る
き
で
が
マ
グ
マ

探
を
ち
立
り
成
の
地
大
、
き
解
み
読
を
み

。
す
で
究
研
る

　

の
い
な
ら
知
を
と
こ
の
山
勝
だ
ま
だ
ま

け
行
て
し
信
発
報
情
、
ら
が
な
み
し
楽
て

　

。
す
ま
し
い
願
お
く
し
ろ
よ
で
の
す
ま
き
い問 　

）
階
２
所
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

月
６

20

。
す
ま
し
介
紹
で
の
た
し

　

、
町
市
上、
村
橋
舟、
町
山
立、
市
山
富
の

、
町
善
入
、
市
部
黒
、
市
津
魚
、
市
川
滑

と
ア
リ
エ
を
村
１
町
４
市
４
の
町
日
朝

「、
し

38

！
ｍ
０
０
０
４
差
低
高
×
年
億

イ
サ
オ
ジ
の
町
善
入
と
市
部
黒
は
回
今

し
内
案
に
方
の
ド
イ
ガ
オ
ジ
の
人
２
を

。
た
し
ま
き
だ
た
い
て

　

銘
感
に
徴
特
の
丘
段
成
河
・
地
状
扇
る

し
ま
い
く
多
が
者
加
参
る
い
て
け
受
を

川
部
黒
る
あ
で
川
河
流
急
、
た
ま
。
た

害
災
に
時
同
と
す
ら
た
も
を
恵
恩
、
は

き
づ
な
う
。
た
し
ま
き
て
し
ら
た
も
も

説
解
の
で
内
ス
バ
、
橋
本
愛
や
館
学
友

た
る
得
を
恵
恩
と
害
災
川
河
、
し
通
を

）
ど
な
防
堤
や
水
用
（
恵
知
の
人
の
め

、
に
ら
さ
。
た
し
ま
び
学
を

ら
も
て
し
内
案
に
ド
イ
ガ
オ

感
実
も
者
加
参
を
と
こ
る
あ

生
る
た
あ
に
部
端
扇
の
地
状

く
い

地じ

に
域
地

豊
の
そ
、
り
あ
が
水
湧
に
所
る
至
、
は

地
状
扇
「。
た
し
ま
れ
さ
か
驚
に
さ
富

知
う
い
と
」
富
豊
が
水
湧
は
部
端
扇
の

体
、
て
れ
触

は
の
る
す
験

う
い
と
う
違

感
実
が
と
こで

き
ま
し

。
た

　

イ
ガ
オ
ジ

ド
の
重
要ツ

オ
ジ
、
性

や
月
奈
宇
で
光
観
。
た
し
で
察
視
る
あ

い
多
も
方
る
あ
が
と
こ
た
れ
訪
を
山
立

オ
ジ
ひ
ぜ
、
で
の
る
き
で
も
方
み
し
楽

か
い
は
て
み
て
れ
訪
て
け
付
を
ド
イ
ガ

か
る
く
て
え
見
が
力
魅
の
山
勝
て
め
改

。
ん
せ
ま
れ
し
も 　

）
階
２
所
役
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あ
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の
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

月
５
の
年
今

10

国
全
が
会
学
質
地
本
日

47

に
県
府
道
都

す
出
産
に
的
徴
特
に
県
の
そ
、
て
い
つ

鉱
・
石
化
た
れ
さ
見
発
は
い
る
あ
、
る

」
石
の
県
「
の
れ
ぞ
れ
そ
を
石
岩
・
物

ら
か
県
井
福
。
た
し
ま
し
出
選
て
し
と

市
山
勝
が
門
部
石
化
、
は
の
た
れ
ば
選

ト
プ
ラ
イ
ク
フ
た
れ
さ
見
発
ら
か
谷
北

門
部
物
鉱
、
ス
シ
ン
エ
ニ
ダ
タ
キ
・
ル

の
山
鉱
谷
赤
旧
）
町
山
美
（
市
井
福
が自じ

形い
け

自し

然ん
ぜ

砒ひ

足
市
井
福
が
門
部
石
岩
、

。
す
で
石
谷
笏
の
山
羽

　

ン
エ
ニ
ダ
タ
キ
・
ル
ト
プ
ラ
イ
ク
フ

る
あ
で
つ
一
の
ト
イ
サ
オ
ジ
、
は
ス
シ

食
肉
た
れ
さ
見
発
で
地
掘
発
石
化
竜
恐

群
層
取
手
の
紀
亜
白
期
前
。
す
で
竜
恐

化
竜
恐
る
よ
に
県
井
福
、
ら
か
層
谷
北

れ
ら
け
付
が
名
学
な
効
有
に
初
最
で
本

を
格
骨
身
全
た
れ
さ
元
復
、
で
竜
恐
た

が
と
こ
る
見
で
館
物
博
竜
恐
立
県
井
福

。
す
ま
き
で

　

通
、
は
砒
然
自
形
自
の
山
鉱
谷
赤
旧

灰
暗
の
度
程
㎝
２
径
直
、
り
通
の
名
の

ま
し
呈
を
状
形
な
う
よ
の
糖
平
金
の
色

示
展
で
等
館
物
博
史
然
自
市
井
福
。
す

白
、
は
砒
然
自
の
こ
。
す
ま
い
て
れ
さ

面
た
き
で
で
動
活
山
火
の
期
後
紀
亜

に
だ
も
お

谷

流

、
が
す
ま
い
て
れ
さ
成
形
に
中
岩
紋

、
も
で
内
市
山
勝
、
は
岩
紋
流
谷
面
の
こ

見
で
岩
赤
の
い
沿
川
竜
頭
九
や
山
岡
村

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る

　

で
辺
周
山
羽
足
の
市
井
福

し
工
加
、
は
石
谷
笏
た
れ
と

し
を
色
緑
い
し
美
、
い
す
や

と
材
石
ら
か
く
古
、
り
お
て

々
人
、
れ
ら
い
用
く
広
て
し

こ
。
た
し
ま
い
で
ん
込
け
溶
に
活
生
の

糸
、
は
石
谷
笏
の

と
い

生お

累い
る

層う
そ

層
地
う
い
と

列
本
日
（
る
れ
さ
成
形
が
海
本
日
、
で

き
と
）
る
れ
か
分
ら
か
陸
大
国
中
が
島

動
活
山
火
の

れ
さ
成
形
でた

岩
石
で市

山
勝
。
す

頭
九
も
で
内

岸
左
の
川
竜

屋
岩
、
や
側

広
に
い
沿
川

る
す
布
分
く

。
す
で
層
地

　

う
よ
の
こ

内
市
山
勝
に

県
井
福
は
に

的
接
間
は
た
ま
接
直
に
」
石
の
県
「
の

が
と
こ
る
見
く
多
が
層
地
る
す
係
関
に

が
の
る
出
に
外
ら
か
れ
こ
。
す
ま
き
で

と
ど
な
り
狩
葉
紅
や
会
察
観
然
自
。
す

て
み
で
ん
し
楽
を
オ
ジ
な
近
身
に
緒
一問 　

）
階
２
所
役
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－第20回－　福井県の石

糸生累層のみられる岩屋川

平成 28 年 (2016)9 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

の
そ
、
と
る
回
き
歩
を
中
の
然
自

、
ん
ろ
ち
も
。
す
ま
り
あ
が
見
発
で
々
時

な
か
な
は
の
う
い
と
見
発
大
な
的
学
科

で
ま
れ
こ
が
分
自
、
が
ん
せ
ま
り
あ
か

。
す
ま
り
あ
が
と
こ
う
合
り
巡
に
の

　

。
す
ま
し
介
紹
を
の
も
た
け
つ
見

　

を
流
上
川
波
滝
、
と
か
い
な
は
材
素
る

大
巨
た
け
つ
見
に
時
た
い
歩
に
い
沿
川

さ
高
。
す
で
塊
岩

10

の
こ
の
い
ら
く
ｍ

噴
の
山
火
う
い
と
岩
礫
角
灰
凝
、
は
岩

手
な
名
有
で
出
産
の
石
化
竜
恐
（
石
岩

。
す
ま
い
て
き
で
で
）
層
地
の
群
層
取

　　

塊
岩
大
巨
る
あ
に
社
神
山
白
谷
矢
大

れ
ら
え
考
と
の
も
た
き
て
れ
崩
で
壊
崩

同
も
ら
ち
こ
、
が
す
ま
い
て

？
か
う

　

考
と
だ
者
後
、
く
ら
そ
お

そ
も
に
囲
周
、
と
る
す
と
た
き
て
れ
ば

の
谷
の
こ
。
ん
せ
ま
れ
ら
見
く
全
、
が

ま
い
て
し
布
分
が
石
岩
た
れ
さ
成
形
て

本
川
波
滝
、
は
塊
岩
な
大
巨
の
こ
。
す

す
と
源
を
根
尾
の
岸
両
は
く
し
も
、
流

拠
証
の
流
石
土
た
し
生
発
に
い
伝
谷
る

。
す
ま
り
あ
が
性
能
可
の

　

し
増
も
さ
寒
、
日
一
日
一
ら
か
れ
こ

、
い
合
れ
触
に
然
自
な
近
身
て
し
か
活問 　

）
階
２
所
役

 

☎
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６
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－第21回－　自然の中での思考ゲーム

滝波川河床の巨大な岩塊

大矢谷白山神社の巨大岩塊

平成 28 年 (2016)11 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

オ
ジ
、
は
で
校
学
中
小
の
市
山
勝

屋
、
れ
触
に
の
も
の
際
実
、
が
す
で
事

と
も
と
こ
ぶ
学
て
し
通
を
験
体
の
で
外

11
月西

器
成
、
校
学
小
南
器
成
、
て
け
か
に

、
校
学
小
岡
村
、
校
学
小
室
三
、
校
学
小

北
山
勝
、
校
学
小
谷
鹿
、
校
学
小
向
野

。
た
し
ま
い
行
で
校
学
中
部

　

ぞ
れ
そ
、
は
で
生
年
６
、
５
校
学
小

地
大
「、
」
き
ら
た
は
の
水
る
れ
流
「
れ

授
ぶ
学
て
い
つ
に
」
化
変
と
り
く
つ
の

頭
九
る
れ
流
を
山
勝
。
す
ま
り
あ
が
業

の
川
の
際
実
で
流
支
の
他
の
そ
や
川
竜

現
掘
発
の
石
化
竜
恐
、
り
た
見
を
子
様

に
域
地
の
他
、
は
業
授
る
け
行
に
学
見

こ
る
す
験
経
か
な
か
な
は
て
い
で
ん
住

火
、
は
で
校
学
中
。
ん
せ
ま
き
で
が
と

て
い
つ
に
層
地
、
震
地
や
山

つ
か
。
す
ま
り
あ
が
業
授
の

。
た
し
ま
き
行
に
学
見
を
跡

　

地
、
て
し
通
を
動
活
の
こ

だ
る
べ
学
て
い
つ
に
石
や
層

、
化
文
や
史
歴
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
け

に
う
よ
る
れ
入
り
取
く
広
幅
ど
な
物
植

町
谷
北
，
ば
え
例
。
す
ま
い
て
け
が
心

一
向
一
は
こ
こ
。
社
神
良
伊
る
あ
に
谷

ま
い
て
れ
わ
言
と
だ
跡
の
」
城
谷
「
城

記
然
天
の
市
は
で
社
神
良
伊
の
こ
。
す

群
の
キ
ヤ
ケ
る
い
て
れ
さ
定
指
に
物
念

授
の
別
の
で
校
学
。
す
ま
れ
ら
見
が
生

の
物
植
、
り
た
し
察
観
を
葉
ち
落
の
キ

樹
、
り
た
え
考
て
い
つ
に
葉
落
・
葉
紅

、
た
ま
。
た
し
ま
し
り
た
し
定
推
を
齢

動
不
と
る
下
を
道
畳
石
ら
か
社
神
良
伊

る
れ
ら
見
で
滝
動
不
。
す
ま
り
あ
が
滝

取
手
る
か
つ
見
が
石
化
竜
恐
、
は
層
地

。
す
で
層
地
の
群
層

　

、
れ
触
に
化
文
・
史
歴
や
然
自
の
域
地

学
を
と
こ
な
ろ
い
ろ
い
て
し
通
を
験
体

さ
く
た
、
て
し
ら
凝
を
夫
工
、
も
度
年

を
力
魅
の
然
自
、
力
魅
の
山
勝
、
て
し問 　

）
階
２
所
役
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－第22回－　ジオパーク学習

野外恐竜博物館で地層を観察する様子

平成 29 年 (2107)3 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

う
よ
く
続
が
日
い
か
温
、
り
な
に
春

で
山
勝
な
か
豊
然
自
。
た
し
ま
り
な
に

て
せ
見
を
姿
が
々
花
な
憐
可
の
春
、
は

。
す
ま
い
て
れ
く

　

う
よ
す
消
を
姿
に
ぐ
す
、
せ
か
咲
を
花

（
ル
ラ

spring ephem
eral

総
と
）

の
駅
山
勝
、
は
ら
れ
こ
。
す
ま
れ
さ
称

グ
ン
キ
イ
ハ
る
あ
が
口
り
登
に
側
南

4

前
月

タ
カ
に
特
。
す
ま
え
迎
を
ろ
ご
見
に
半

も
て
と
は
子
様
る
い
て
し
生
群
の
リ
ク

。
す
ま
り
あ
が
え
応
見

　

第
、
た
ま

2

か
台
望
展

は
望
眺
の
ら

。
す
で
事
見

側
北
の
山
勝

、
み
並
山
の

勝
は
に
下
眼

み
並
街
の
山

竜
恐
立
県
や

九
、
館
物
博

す
望
一
を
れ
流
の
流
支
の
そ
と
川
竜
頭

オ
ジ
の
山
勝
に
さ
ま
、
き
で
が
と
こ
る

。
す
で
所
場
い
な
は
で
言

　
ｍ

、
は
々
峰
の
度
程

た
き
で
で
動
活
山
火
の
前
年
万
0
0
1

天
。
す
で
残
名
の
山
火
い
古

山
の
そ
、
は
に
日
い
良
の
気

あ
で
山
火
活
、
に
奥
の
み
並

れ
く
て
せ
見
を
姿
も
山
白
る

、
は
み
並
街
の
山
勝
。
す
ま九

頭
竜
川
の
つ成

形
に
面
丘
段
の

で
み
並
街
た
れ
さ

、
ん
ろ
ち
も
。
す

を
型
卵
な
的
徴
特

博
竜
恐
立
県
た
し

体
球
の
そ
も
館
物を

輝
か
せ
て
お隣

ぐ
す
の
そ
、
り

の
」
山
勝
「
は
に名

前
の
由
来
と

。
す
ま
い
で
ん
ず
た
た
も
山
岡
村
る
れ

　

ら
か
ｍ
0
0
1
約
抜
海
、
は
市
山
勝

の
山
長
大
の
峰
高
最

標
と
ｍ
1
7
6
1

て
え
終
を
ろ
ご
見
で
辺
近
の
か
な
ち
ま

る
れ
訪
を
域
地
い
高
の
高
標
し
少
、
も

ま
。
す
ま
き
で
が
と
こ
む
し
楽
で
と
こ

へ
会
察
観
然
自
る
き
で
が
と
こ
む
し
楽

。
す
で
め
す
す
お
も
と問 　

）
階
２
所
役
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６
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－第23回－　恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークの春の自然

バンビラインに群生するカタクリ

平成 29 年 (2017)5 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

雨
梅
て
れ
遅
り
よ
年
平
も
方
地
陸
北

よ
く
続
が
日
た
し
メ
ジ
メ
ジ
、
し
り
入

、
は
月
今
な
ん
そ
。
た
し
ま
り
な
に
う

。
す
ま
げ
上
り
取
を
題
話
の
雪
い
し
涼

　

雪
「、
は
に
市
山
勝

き
ゆ

室ろ
む

施
う
い
と
」

の
然
天
る
す
用
活
て
え
貯
に
庫
蓄
備
を

蔵
冷
の
通
普
、
は
室
雪
。
す
で
庫
蔵
冷

果
や
類
菜
根
、
め
た
な
潤
湿
べ
比
と
庫

こ
る
す
存
保
く
し
ず
み
ず
み
を
ど
な
物

い
と
す
増
が
味
甘
や
味
旨
、
き
で
が
と

た
に
山
勝
。
す
ま
り
あ
も
果
結
究
研
う

う
い
と
う
よ
し
用
活
を
雪
る
降
ん
さ
く

。
す
で
つ
一
の
み
試

？
の
る
降
が
雪
ぜ
な

　

る
な
に
置
配
圧
気
の
低
東
高
西
に
冬

日
ら
か
側
陸
大
が
風
節
季
の
西
北
、
と

き
と
る
け
抜
り
通
を
海
本
日
が
風
節
季

。
す
ま
し
生
発
が
気
蒸
水
の
量
大
、
に

し
燥
乾
く
た
冷
が
風
節
季
、
ら
な
ぜ
な

だ
海
る
れ
流
が
流
海
う
い
と
流
暖
馬
対

の
冬
、
り
よ
呂
風
お
の
夏
。
す
で
ら
か

出
が
気
湯
ん
さ
く
た
、
が
方
の
呂
風
お

蒸
水
。
ね
す
で
じ
同
と
の
る

、
が
風
節
季
だ
ん
含
を
雲
や
気

吹
に
々
山
い
高
の
島
列
本
日

乱
積
で
と
こ
る
れ
ら
け
付
き

が
雪
の
量
大
て
し
達
発
が
雲

上
る
降
が
雪
。
す
で
の
る
降

つ
一
の
の
も
す
た
果
を
割
役
な
要
重
で

。
す
で
海
本
日
が

成
形
の
海
本
日

　

竜
恐
る
か
つ
見
で
山
勝
、
は
海
本
日

在
存
だ
ま
は
に
頃
た
い
て
き
生
が
ち
た

は
島
列
本
日
。
た
し
で
ん
せ
ま
い
て
し

し
ま
い
て
し
在
存
て
し
と
部
一
の
陸
大

大
、
前
年
万
0
0
0
2
約
が
れ
そ
。
た

分
ら
か
陸
大
が
島
列
本
日
て
け
裂
が
地裂

を
開
始

、
し

万
0
0
2
1
約

0
0
5
1

ま
置
位
の
在
現
は
に
前
年
万

と
た
れ
さ
成
形
が
海
本
日
、
し
動
移
で

。
す
ま
い
て
れ
ら
え
考

み
恵
の
オ
ジ
も
雪

　

山
勝
「
る
じ
感
に
う
よ
の
前
り
た
当

に
景
背
の
象
現
う
い
と
」
る
降
が
雪
に

の
る
い
て
し
係
関
が
動
活
の
球
地
、
は

を
害
災
然
自
、
と
る
な
に
雪
大
。
す
で

雪
、
が
す
で
雪
る
あ
も
と
こ
す
ら
た
も

た
私
、
て
し
と
源
の
ど
な
水
下
地
や
室

れ
く
て
し
ら
た
も
も
恵
恩
に
活
生
の
ち

ら
と
と
み
恵
の
オ
ジ
も
雪
。
す
ま
い
て

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
え問 　

）
階
２
所
役

 

☎
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８
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－第24回－　夏に雪のお話し

雪室に貯蔵したサクラ。
6月中旬に取り出し、
2、3日で満開を迎えた。

平成 29 年 (2017)7 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　
8
月
18

20

コ
ス
ネ
ユ
港
香
に
日

と
）
G
G
U
港

陸
北

3

港
香
、
り
あ
が
業
事
流
交
の
）
ク

カ
・
ン
ヨ
（
明
家
楊
の
表
代
の
G
G
U

、
が
ん
さ
）
ン
ミ

3

は
に
山
勝
。
た
し
ま
り
巡
を

19

来
に
日。

た
し
ま
い
行
も
換
交
見
意
、
れ
ら

　

白
谷
矢
大
と
か
な
ち
ま
、
は
で
山
勝

神
山
白
寺
泉
平
、
塊
岩
大
巨
の
社
神
山

な
ち
ま
、
は
日
当
。
た
し
ま
し
内
案
を

持
が
会
機
る
す
流
交
も
と
ち
た
も
ど
子

。
た
し
ま
て

　

ど
子
は
で
ト
ン
ベ
イ
の
こ

ト
イ
サ
オ
ジ
の
か
な
ち
ま
れ

指
目
を
地
的
目
、
て
し
探
を

。
た
し
ま
し

　

ち
た
人
い
若
の
域
地
、
は
ん
さ
ン
ヨ

良
の
域
地
に
ち
た
も
ど
子
の
域
地
、
が

強
に
と
こ
う
い
と
る
い
て
し
用
活
を
ク

オ
ジ
界
世
、
で
う
よ
た
け
受
を
銘
感
く

の
）
N
G
G

。
た

　

ち
た
も
ど
子
、
が
た
し
で
間
時
い
短

し
通
を
会
機
る
す
流
交
と
人
の
国
外
も

け
向
を
目
も
人
の
界
世
は
山
勝
、
て
し

　

お
に
山
勝
に
的
観
客
ら
か
方
の
部
外

い
て
し
摘
指
を
点
善
改
や
点
い
良
、
き

の
動
活
の
ら
か
れ
こ
、
で
と
こ
く
だ
た

。
た
し
ま
り
な
も
に
み
励問 　

）
階
２
所
役
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－第25回－　ジオパークを介した世界との交流

旬菜食祭 ｢花月楼｣ で昼食中の子どもたちと
交流するヨンさん(写真左)

平成 29 年 (2017)9 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　
10
月
25

27

の
県
田
秋
に
㈮
日

男お

鹿が

大
・
島
半

お
お

潟た
が第

た
れ
か
開
で

8

で
こ
そ
。
た
し
ま
き
て
し
加
参
に
会
大

大
・
島
半
鹿
男
、
は
回
今

ご
を
P
G
潟

。
す
ま
し
介
紹

　

大
・
島
半
鹿
男

男
県
田
秋
は
P
G
潟

オ
ジ
る
す
と
ア
リ
エ
を
村
潟
大
と
市
鹿

、）
鰰
（
タ
ハ
タ
ハ
や
げ
は
ま
な
、
に

に
名
有
が
ら
れ
こ
。
ね
す
で
名
有
が

の
日
晦
大
年
毎
、
は
げ
は
ま
な
、
ば
え

す
ま
れ
わ
行
に
斉
一
で
島
半
鹿
男
に
夜

地
立
や
地
立
の
落
集
う
行
を
事
行
、
が

の
部
細
・
物
ち
持
・
情
表
や
料
材
の
面

目
鹿
男
《

め

潟た
が

》
ト
イ
サ
オ
ジ
群
山
火

　

大
・
島
半
鹿
男

イ
サ
オ
ジ
の
P
G
潟

島
半
鹿
男
。
す
ま
し
介
紹
ご
つ
一
を
ト

八
る
あ
に

ち
は

望う
ぼ

台い
だ

寒
、
と
く
行
へ

ん
か

風う
ぷ

山ん
さ

や

戸と

賀が

湾ん
わ

と
こ
す
渡
見
を
ど
な
村
潟
大
、

か
こ
そ
。
す
ま
り
あ
が
所
場
る
き
で
の

が
池
の
つ
二
た
し
を
郭
輪
い
丸
、
は
ら

の
こ
、
は
実
。
す
ま
え
見

2

、
は
池
の
つ

r
a
a
m
（
ル

地
山
火
る
れ
ば
呼
と
）

水
下
地
で
下
地
の
近
付
表
地
、
が
マ
グ

水
マ
グ
マ
で
と
こ
る
れ
触
に

い
す

蒸
気き

爆く
ば

発つ
は

る
き
で
て
し
起
を

が
水
に
口
火
の
そ
、
で
形
地

は
に
島
半
鹿
男

3

れ
そ
ら
か
側
東
、
り
あ
が
ル

の
三
・
潟
目
の
二
・
潟
目
の
一
、
れ
ぞ

、
は
回
今
。
す
ま
い
て
れ
ば
呼
と
潟
目

素
、
く
し
美
も
葉
紅
れ
ま
恵
も
に
気
天

ま
き
で
が
と
こ
る
見
を
色
景
い
し
ら
晴

。
た
し

　

の
地
大
た
れ
隠
に
中
の
色
景
な
大
雄

思
に
共
と
ド
イ
ガ
オ
ジ
の
地
現
を
動
活

で
が
か
い
は
て
み
て
れ
訪
に
き
描
い問 　

）
階
２
所
役

 

☎
88

６
２
１
８
‐

－第26回－　他地域のジオパーク紹介：男鹿半島・大潟ジオパーク

八望台から見られる二の目潟と戸賀湾

平成 29 年 (2017)11 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

県
田
秋
た
し
介
紹
で
ム
ラ
コ
の
回
前

沢
湯
県
田
秋
、
き
続
き
引
に
）
P
G
（

ざ
ゆ
る
あ
に
市

ジ
、
て
い
つ
に
P
G
わ

。
す
ま
し
介
紹

　

に
端
東
南
の
県
田
秋
は
P
G
わ
ざ
ゆ

ジ
る
す
と
ア
リ
エ
を
市
沢
湯
る
す
置
位

と
こ
る
す
下
南
で
路

2

、
り
余
半
間
時

参
が
方
の
ド
イ
ガ
オ
ジ
も
で
中
の
ス
バ

ズ
イ
ク
く
な
と
こ
る
せ
さ
き
飽
を
者
加

ざ
ゆ
ら
が
な
え
交
を

し
介
紹
を
P
G
わ

ツ
オ
ジ
の
回
今
。
た
し
ま
い
さ
だ
く
て

小
の
中
の
P
G
わ

お

安す
や

地を
ト
イ
サ
オ
ジ
る
あ
に
域
地
松
高
と
域

。
た
し
ま
れ
訪

大
峡
安
小

い
だ

噴ん
ふ

湯う
と

　

皆
、
は
湯
噴
大
峡
安
小
る
あ
に
安
小

な
み

瀬せ

川わ
が

60

ん
さ

途ず

川わ
が

層う
そ

目
れ
割
の
）
る
な
ら
か
層
地
の

泉
温
と
気
蒸
の
温
高
に
共
と
音
轟
ら
か

と
こ
る
見
を
子
様
る
い
て
し
出
き
噴
が

息
の
地
大
、
き
で
が
と
こ
る
れ
訪
に
期

で
所
場
い
い
る
れ
ら
じ
感
を
季
四
と
吹

。
た
し川か

わ
ら

毛
原
け

地じ

獄く
ご

　

現
、
は
で
獄
地
毛
原
川
る
あ
に
松
高

の
そ
、
り
あ
が
気
噴
の
素
水
化
硫
も
在

つ
か
、
は
黄
硫
た
し
化
晶
結
ら
か
気
噴

用
利
に
々
人
て
れ
さ
掘
採
て

。
た
し
ま
い
て
れ
さ

　

、
は
ト
イ
サ
オ
ジ
の
ら
れ
こ

お
の
山
火
た
し
在
存
て
つ
か

地
熱
地
の
数
有
本
日
で
げ
か

地
や
電
発
熱
地
た
し
用
利
を
熱
地
の
こ

ま
い
て
れ
わ
行
も
ど
な
工
加
の
品
産
域

つ
の
活
生
の
々
人
と
動
活
の
地
大
。
す

、
で
合
都
の
間
時
。
た
し
ま
い
思
と
だ
ク

産
銀
は
に
期
盛
最
の
期
後
戸
江
（
山
銀

オ
ジ
い
た
み
て
し
訪
再
ひ
ぜ
、
に
め
た問 　

）
階
２
所
役

 

☎
88

６
２
１
８
‐

－第27回－　他地域のジオパーク紹介：ゆざわジオパーク

小安峡の大噴湯

平成 30 年 (2018)1 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

約
は
史
歴
の
球
地

46

ま
り
あ
年
億

山
杉
市
山
勝
る
あ
で
ト
イ
サ
オ
ジ
。
す

約
、
は
層
地
の
場
現
掘
発
石
化
竜
恐
の1

0
0
0
2
億

考
と
だ
層
地
の
前
年
万

恐
た
い
て
き
生
時
当
、
り
お
て
れ
ら
えの

1

0
0
0
2
億

代
時
う
い
と
前
年
万

間
期
を
史
歴
の
球
地
（
代
年
質
地
、
は

白
、
は
で
）
の
も
た
し
分
区
に
と
ご

く
は

亜あ

紀き

。
す
ま
り
た
当
に
代
時
る
れ
ば
呼
と

代
時
う
い
と
紀
亜
白

　

約
は
紀
亜
白

1

前
年
万
0
0
5
4
億

0
0
6
6
ら
か

約
の
前
年
万

0
0
9
7

し
生
誕
が
竜
恐
。
す
ま
し
指
を
間
年
万

が
の
た

2

が
竜
恐
、
で
前
年
万
千
数
億

と
だ
期
末
紀
亜
白
の
こ
が
の
た
し
滅
絶

が
史
歴
の
竜
恐
。
す
ま
い
て
れ
ら
え
考2

ホ
（
人
代
現、
し
対
に
の
る
あ
弱
年
億

だ
か
た
が
史
歴
の
）
ス
ン
エ
ピ
サ
・
モか

30

え
考
を
と
こ
う
い
と
だ
度
程
年
万

た
い
て
し
栄
繁
が
竜
恐
に
か
い
、
と
る

。
す
ま
り
か
分
が
か

　

で
暖
温
り
た
わ
に
期
長
は
代
時
の
こ

植
。
た
し
ま
い
て
い
続
が
候
気
な
潤
湿

ら

子し

植

被
、
し
少
減
が
ど
な
物
植
ダ
シ

ひ

子し

物
植

。
す
で
う
よ
た
い
て
し
殖
繁
、
し
化
進

虫
爬
の
ど
な
竜
長
首
や
竜
魚
、
は
で
海

て
し
栄
繁
が
ト
イ
ナ
モ
ン
ア
え
加
に
類

。
た
し
ま
い

　

に
り
わ
終
を
代
時
な
ん
そ

隕
大
巨
、
が
の
だ
ん
込
い
追

さ
き
大
の
石
隕
（
す
ま
い
て

径
直
は
で
説
一
、
は

10

15ン
タ
カ
ユ
の
コ
シ
キ
メ
。）
㎞

跡
突
衝
の
石
隕
の
こ
た
ち
落
に
島
半

大
巨
、
し
達
に
㎞
0
6
1
約
径
直
、
は

波
津
た
じ
生
、
し
こ
起
き
引
を
震
地
な

は
さ
高
の

ｍ
0
0
3
約

含
を
竜
恐
、
て
し
そ
。
す
ま
い
て
れ
さ

物
生
の
く
多
め
じ
は
を
類
虫
爬
型
大
む

。
す
ま
い
て
れ
さ
と
た
し
滅
絶
が

　

や
層
地
、
は
史
歴
の
球
地
の
ら
れ
こ

を
れ
そ
、
れ
ま
刻
に
地
大
て
し
と
石
岩

に
中
の
球
地
、
て
し
そ
。
す
で
と
こ
た

発
く
解
を
謎
の
そ
も
ら
か
地
大
の
山
勝

。
ん
せ
ま
れ
し
も
か
る
あ
が
見問 　

）
階
２
所
役

 

☎
88

６
２
１
８
‐

－第28回－　勝山の恐竜が暮らした白亜紀という時代

勝山産のシダ植物の化石

平成 30 年 (2018)2 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　

高
標
る
あ
に
町
谷
北
の
市
山
勝
、
は

m
2
・
7
0
3
1

年
毎
。
す
で
山
の

5多
、
れ
ら
知
も
で
と
こ
る
あ
が
地
生
群

。
す
で
山
る
れ
訪
が
客
山
登
の
く

　
、
は

Asian Skunk Cabbage

直
（

バ
ズ
ミ
、
は
れ
こ
。
す
ま
い
い
と
）
ツ

Skunk Cabbage

ら
か
花
つ
放
を
臭
悪
う
い
と
））
ツ
ベ

ま
れ
そ
が
話
。
す
ま
い
て
れ
ら
け
付
名

０
１
約
ら
か
今
、
は
山
の
こ
、
が
た
し

取
。
す
で
山
火
た
し
動
活
に
前
年
万
０

谷
滝
や
崖
の
い
沿
道
山
登
る
至
に
山
立

の
動
活
山
火
の
そ
、
は
で
滝
大
る
あ
に

る
あ
で
跡
痕

砕
火
や
岩
溶

活
山
火
（
岩

さ
出
放
で
動

ざ
ま
さ
た
れ

さ
き
大
な
ま

が
物
屑
砕
の

）
石
岩
た
き

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
見
を

　

ま
れ
し
も
か
い
く
に
り
か
分

し
頼
依
に
ド
イ
ガ
の
会
の
ド

け
受
を
内
案
て
し
加
参
に
会
察
観
然
自

義
定
の
山
火

　

火
噴
に
代
時
史
歴
に
う
よ
の
山
立
取

は
て
つ
か
を
と
こ
の
山
火
い
な
の
録
記

の
山
火
る
い
で
ん
休
在
現
、」
山
火
死
「

い
て
し
火
噴
在
現
、」
山
火
休
「
を
と
こ

ま
い
で
ん
呼
と
」
山
火
活
「
を
山
火
る

て
く
な
が
録
記
史
歴
、
し
か
し
。
た
し

新
的
較
比
ら
か
査
調
の
物
出
噴
山
火
も

も
例
事
た
し
り
た
し
開
再
を
動
活
に
後

が
義
定
の
山
火
活
、
は
で
在
現
、
り
あ

去
過
ね
概
「

1

た
し
火
噴
に
内
以
年
万

の
動
活
気
噴
な
発
活
在
現
び
よ
お
山
火

山
火
の
1
1
1
、
り
な
と
」
山
火
る
あ

に
う
よ
の
こ
。
す
ま
い
て
れ
さ
定
選
が

で
け
だ
無
有
の
動
活
火
噴
の
代
時
史
歴

か
と
こ
い
な
が
味
意
は
と
こ
る
す
類
分

う
い
と
」
山
火
休
「
や
」
山
火
死
「
ら

。
た
し
ま
り
な
く
な
れ
わ
使
は
葉
言 

）
階
２
所

 

☎
88

６
２
１
８
‐

－第30回－　取立山火山
大　滝

ミズバショウ

平成 30 年 (2018)5 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　

港
香
は
回
今
。
す
ま
り
あ
が
み
組
り
取

ま
し
告
報
て
い
つ
に
流
交
の
と
G
G
U

。
す

　

川
魚
糸
の
県
潟
新
と
G
G
U
港
香

は
G
G
U

こ
、
り
お
て
し
携
提
妹
姉
、

受
の
行
旅
育
教
の
校
高
の
港
香
で
ま
れ

糸
、
は
で
行
旅
育
教
の
ら
か
港
香
の
年

（
G
G
U
川
魚

6
月
23

25

加
に
）
日

（
ク

27

く
ふ
谷
渓
竜
恐
の
山
勝
、）
日

28

れ
訪
を
）
日

。
た
し
ま
り
な
に
と
こ
る
れ
く
て

　

女
婦
國
中
港
香
は
の
た
れ
く
て
れ
訪

學
中
念
紀
敬
堯
馮
會

 (Hong Kong 
Chinese W

om
en's Club Fung 

Yiu King M
em
orial Secondary 

School) 

の
30

の
率
引
と
生
校
高
の
人

8

。
す
で
人

　

山
白
谷
矢
大
、
は
で
山
勝

、
楼
月
花
、
壁
里
七
、
山
勝
れ

。
た
し
ま

　

わ
合
ち
打
の
と
G
G
U
港
香
の
前
事

準
の
料
資
、
絡
連
の
と
設
施
係
関
や
せ

た
し
ま
り
あ
も
分
部
た
し
労
苦
ど
な
備

け
続
を
流
交
な
う
よ
の
こ
も
後
今
、
が

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
い
ば
れ
け
い
て

　

る
巡
を
ト
イ
サ
オ
ジ
の
山
勝
は
回
今

同
の
山
勝
、
は
後
今
、
が
た
し
で
け
だ

し
動
活
で
域
地
や
ち
た
も
ど
子
の
代
世

設
も
ど
な
会
機
の
流
交
の
と
方
る
い
て

に
山
勝
、
く
な
で
け
だ
人
た
れ
訪
、
け

う
よ
る
あ
が
の
も
る
得
も
に
人
す
ら
暮

と
い
い
ら
た
け
い
て
し
に
み
組
り
取
な

。
す
ま
い
思 

）
階
２
所

 

☎
88

６
２
１
８
‐

－第31回－　香港UNESCO世界ジオパーク (UGG) からの教育旅行

七里壁をご案内

ゆめおーれ勝山で手織り体験

平成 30 年 (2018)７月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　
8
月
17

9
0
0
2
翌

。
た
し
ま
れ
さ
定
認

　

Fossa 
M
agna

き
大
「
で
語
ン
テ
ラ
、
は
）

地
人
ツ
イ
ド
。
す
ま
し
味
意
を
」
溝
な

ン
マ
ウ
ナ

 (

招
が
府
政
治
明

１
、
し
聘

滞
に
本
日
で
ま
５
８
８
１
ら
か
５
７
８

築
を
礎
基
の
学
質
地
代
近
の
本
日
、
在

た
い

)

本
。
た
し
ま
け
付
名
、
し
見
発
が

降
以
年
万
０
０
０
２
と
）
前
上
以
年
億

お
て
し
接
が
層
地
い
し
新
た
き
で
に

新
に
こ
こ
、
し
在
存
で
ま
る
至
に
洋
平

地
い
し
新
と
層
地
い
古
の
こ
。
す
ま
い

へ
河
駿
、
湖
訪
諏
ら
か
川
魚
糸
、
る
れ

。
す
で
層
断
大
く
続
と

　

イ
ス
ヒ
の
級
上
最
界
世
、
は

が
誌
地
の
川
魚
糸
、
き
で
が

を
層
断
の
線
静
糸
、
は
で
ク

高
。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す
学
見

み
な
か
た

の
浪

堰
た
き
で
で
り
滑
地
、
は
池

め
と
き
せ

湖
止
こ

、
で山

星
明
た
き
で
で
岩
灰
石
は
ら
か
こ
こ

滝
小
。
す
ま
れ
ら
見
を
容
山
い
し
美
の

の
イ
ス
ヒ
の
然
天
、
は
で
峡
イ
ス
ヒ
川

に
峡
イ
ス
ヒ
に
ら
さ
、
れ
ら
見
が
状
産

こ
る
見
を
壁
岩
大
の
山
星
明
む
込
ち
落

親
に
後
最
。
す
ま
き
で
が
と

ず
ら
し
や
お

岸
海
知
不

イ
ガ
。
た
し
ま
し
を
し
探
イ
ス
ヒ
、
で

気
囲
雰
は
説
解
た
い
着
ち
落
の
方
の
ド

。
た
し
ま
り
な
と
察
視
い
し
楽
、
く
よ
が

　

オ
ジ
界
世
い
近
番
一
ら
か
山
勝
、
は

。
い
さ
だ
く 

）
階
２
所

 

☎
88

６
２
１
８
‐

－第32回－　他地域のジオパーク紹介：糸魚川ユネスコ世界ジオパーク

糸静線の断層

平成 30 年 (2018)９月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　

10
月
3

8

ジ
岳
イ
ポ
ア
の
道
海
北
が
会
大
国
全
ク

オ
ジ
追
鹿
ち
か
と
「
た
れ
訪
に
際
の
そ

　

エ
を
町
追
鹿
る
す
置
位
に
部
央
中
の
道

ば
し

然
、
は
回
今
。
す
ま
い

こ
つ
べ
り
か
し

イ
メ
を
辺
周
湖
別

も
で
中
の
そ
、
が
た
し
ま
り
回
て
見
に
ン

し
を
内
案
。
す
ま
し
介
紹
て
い
つ
に
グ
ン

ネ
湖
別
然
（
ん
さ
本
松
る
い
て
し
を
ド
イ

あ

久く

澤わ
ざ

ん
さ

（
B ボ
レ

ア

ルl
a
e
r
o

  

F フ

レ

ス

ト
s
e
r
o

t

澤
と
）

長
。
す
で
）
学
大
立
市
山
福
（
授
教
准
田

ガ
る
い
て
し
躍
活
て
し
と
ド
イ
ガ
ロ
プ
年

い
と
」
！
き
好
大
が
域
地
の
こ
「、
が
す

込
き
引
に
力
魅
の
そ
も
ら
ち
こ
、
て
き
て

。
た
し
ま
れ
ま

　

約
30

前
年
万

活
の
群
山
火
別

東
、
う
伴
に
動

ヌ
シ
ウ
カ
プ
ヌ

プ
ヌ
西
と
リ
プ

リ
プ
ヌ
シ
ウ
カ

め
止
き
せ
、
て

別
然
が
の
た
れ
さ
成
形
て
れ
ら

に
湖
め
止
き
せ
の
こ
、
は
で
グ

進
の
特
独
、
て
れ
ら
め
込
じ
閉

ベ
ヤ
ミ
、
種
有
固
た
げ
と
を
化

山
の
リ
プ
ヌ
シ
ウ
カ
プ
ヌ
東
、
は
で
グ
ン

ら
が
な
し
察
観
を
穴
風
と
系
態
生
で
麓

凍
久
永
は
に
ア
リ
エ
の
こ
。
た
し
ま
き
歩

受
を
響
影
の
そ
、
り
お
て
し
在
存
が
土

無
有
の
土
凍
久
永
、
き
で
が
穴
風
て
け

う
よ
の
こ
。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
取
て

り
が
な
つ
の
系
態
生
と
動
活
の
地
大
に

さ
く
た
が
材
素
る
れ
く
て
せ
さ
じ
感
を

を
空
星
の
点
満
い
な
も
と
こ
た
見
、
は
で

と
落
を
明
照
に
全
完
。
た
し
ま
し
察
観

観
で
所
場
い
な
の
り
か
明
の
工
人
、
し

の
と
こ
た
見
で
ま
れ
こ
、
は
空
星
た
し
察

。
た
し
ま
い
て
い
輝
が
星
の
ど
ほ
い
な

声
の
リ
モ
ウ
コ
や
声
の
ギ
サ
ウ
キ
ナ
、
く

も
と
こ
る
じ
感
を
然
自
な
密
濃
は
ら
か

。
た
し
ま
き
で

　

、
で
上
の
湖
別
然
た
し
結
凍
は
に
冬

ト
ン
ベ
イ
う
い
と
ン
タ
コ
湖
つ
べ
り
か
し

し
結
凍
。
す
ま
い
て
れ
さ
催
開
年
毎
が

な
ち
た
が
物
建
た
き
で
で
氷
に
上
湖
た

、
び
ら

60

ま
し
現
出
が
村
の
み
の
間
日

み
て
れ
訪
、
ひ
ぜ
も
に
節
季
の
そ
。
す

。
た
し
ま
い
思
と
い
た 

）
階
２
所

 

☎
88

６
２
１
８
‐

－第33回－　他地域のジオパーク紹介：とかち鹿追ジオパーク

然別湖の紅葉の様子

平成 30 年 (2018)１１月号
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２０３０年に向けて世界が動きだす
　

はSustainable 
D
evelopm

ent 
G
oals

ル
ブ
ナ
イ
テ
ス
サ
（

 

ベ
デ

 

持
「と
す
訳
に
語
本
日、
で
の
も
た
し

味
意
う
い
と
」
標
目
発
開
な
能
可
続

連
国
に
年
５
１
０
２
。
す
ま
り
な
に

個
、
業
企
や
々
国
の
中
界
世
、
で
標

。
す
ま
い
で
ん
組
り
取
が
人

　

べ
す
ぼ
ほ
が
題
課
の
界
世
の
在
現

る
い
て
れ
ま
込
り
盛
に
的
括
包
て

17り
取
人
一
誰
の
上
球
地
、
れ
さ
成
構

。
す
ま
い
て

　

か
」
う
そ
く
な
を
困
貧
「
１
標
目

標
目
ら

17

れ
そ
、
で
ま
」
う
よ
し
成
達
を
標
目

い
て
し
連
関
に
互
相
は
標
目
の
れ
ぞ

高
の
質
「
４
標
目
、
は
に
め
た
る
す

関
く
き
大
が
」
に
な
ん
み
を
育
教
い

と
こ
る
け
受
を
育
教
な
切
適
、
し
係

な
に
要
必
が
り
く
づ
境
環
る
き
で
が

。
す
ま
り

　

遠
「」
う
そ
し
難
「
と
る
す
見
一

な
係
関
は
に
分
自
で
と
こ
の
国
い

活
生
常
日
の
ち
た
私
は
実
、
が
す
で

題
問
な
近
身
く
ご
く
ご
、
る
け
お
に

ま
い
て
し
連
関
く
深
と
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
が

。
す

　

Ｇ
Ｄ
Ｓ
は
務
事
政
行
の
て
全
ぼ
ほ

が
員
職
体
治
自
、
り
あ
が
連
関
と
ｓ

遂
に
的
極
積
、
し
解
理
を
念
理
の
そ

。
す
で
要
重
が
と
こ
く
い
て
し
行

　

た
し
用
活
を
源
資
域
地
、
ば
え
例

意
を
念
理
の
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
も
り
く
づ
ち

た
新
が
義
意
の
動
活
で
と
こ
る
す
識

。
ん
せ
ま
れ
し
も
か
る
く
て
え
み
に

　

に
で
ま
れ
こ
は
で
市
山
勝

ベ
イ
ぶ
学
を
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
て
じ

。
す
ま
い
て
し
催
開
を
ト
ン

、
で
ま
人
大
ら
か
生
学
小

学
を
係
関
の
会
社
と
境
環
と

。
す
ま
き
で
が
と
こ
ぶ

　

し
加
参
ひ
ぜ
、
ば
れ
あ
が
会
機

。
い
さ
だ
く
て

？
の
る
あ
が
標
目
な
ん
ど

ト ク スピッ ①

持続可能なまちづくりを目指して
～ジオパークで取り組むSDGs ～

大鷲滝

大矢谷の巨大岩塊

大清水

ジオパーク担当職員
森石　慶裕

ジオパーク専門員
町　澄秋 　（市役所２階）☎88 ｰ 8126

ヤッタ
ー

？

ジオパーク担当になって
約９か月。僕ももう一人
前かな？

スッあまいぞ、森石君！

あっ、町さん!?

これからはＳＤＧｓを意
識してジオパークの活動
をすることが重要だよ。

？
か
す
で
ん
な国連が定めた、世界

をよくするための
17の目標なんだ。

う
い
と
」
能
可
続

。
だ
ん
な
葉
言

を
れ
そ
ら
か
今

！
よ
る
す
明
説

平成 30 年 (2018)12 月号
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークで取り組むＳＤＧｓ

　

枯
の
源
資
、
差
格
や
困
貧

題
問
の
ど
な
動
変
候
気
や
渇

こ
、
り
お
て
き
起
で
界
世
が

は
明
文
の
類
人
は
で
ま
ま
の

。
ん
せ
ま
れ
し
も
か
い
な
か
続

、
り
絞
を
恵
知
に
前
る
な
う
そ

取
に
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
が
人
の
て
全

い
て
え
変
を
界
世
、
み
組
り

。
す
で
要
必
が
と
こ
く

　

ジ
は
で
市
山
勝
、
で
こ
そ

す
現
実
を
標
目
す
指
目
で
ｓ

し
と
段
手
の
つ
一
の
め
た
る

。
す
ま
き
い
て
し
用
利
て

　

」
興
振
域
地
「」
全
保
・
護
保
「

う
い
と
」
究
研
・
育
教
「

3
要動

活
の
れ
ぞ
れ
そ
、
り
あ
が

り
な
に
み
組
り
取
な
能
可
続

。
す
ま

　

ジ
て
し
識
意
を
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ

へ
界
世
が
動
活
の
域
地
、
で

界
世
、
り
が
な
つ
に
献
貢
の

む
組
り
取
に
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
の
中

言
通
共
の
と
ど
な
体
団
係
関

。
す
ま
り
な
も
に
り

４つの
要素が

繋がり
交わる

標
目
き
べ
む
組
り
取

究
研
・
育
教

標
目
き
べ
む
組
り
取

標
目
き
べ
む
組
り
取

動
活
全
保
・
護
保
の
源
資
域
地

標
目
き
べ
む
組
り
取

　

を
力
魅
の
地
各
、
て
し
携
連
が
体
団
係
関

ツ
、
し
催
開
を
座
講
成
養
ド
イ
ガ
オ
ジ
、
か

　

ジ
で
ど
な
学
大
合
総
民
市
、
か
ほ
る
め
進
を

な
査
調
地
現
、
た
ま
。
す
ま
い
て
め
深
を
解

勝
、
に
も
と
と
る
す
携
連
と
関
機
究
研
を
ど

。
す
ま
い
て
し
援
支
を
究
研
な
々
様
、
じ
通

　

く
ふ
谷
渓
竜
恐
る
す
働
協
が
官
・
学
・
民

港
香
、
は
で
近
最
。
す
ま
い
て
げ
な
つ
と
へ

。
た
し
ま
い
行
を
れ
入
け
受
行
旅
学
修
や
会
演

　

い
し
ら
ば
す
つ
持
が
域
地
、
し
識
認
再
を
値

活
全
保
・
護
保
、
め
た
す
残
に
世
後
を
源
資

。
す
ま
い
て
し
施
実
を
動

ジオガイド養成講座

市民総合大学で
ジオパーク講座

香港の修学旅行生に
ジオサイトを紹介

野向地区による
八反滝周辺整備

ジオガイドによる
ジオツアー

村岡小学校の
ジオパーク学習

ヨン・カミン博士に
よる講演

池ヶ原湿原の
ヨシ刈り

　

ル
ネ
エ
熱
氷
雪
市
山
勝
、
は
で
市
山
勝成

平

25

資
の
地
大
な
重
貴
を
雪
ら
か
度
年

力
魅
の
域
地
、
し
直
見
て
し
と
産
財
・
源

組
り
取
く
い
て
え
変
と
へ
の
も
る
め
高
を

特
室
雪
、
は
後
今
。
す
ま
い
て
め
進
を
み

ば
そ
室
雪
、
拓
開
路
販
の
そ
や
発
開
品
産

に
動
活
進
推
の

更
、
り
切
を
舵

み
組
り
取
る
な

き
い
て
け
続
を

に
室
雪
。
す
ま興

味
が
あ
る活

に
も
と
、
方

だ
た
い
て
し
動

軽
気
は
方
る
け

わ
合
い
問
お
に

。
い
さ
だ
く
せ

　

。
す
で
庫
蔵
冷
の
然
天
た
し
用
利
を
雪

？
は
果
効
の
室
雪

　

、
加
増
量
含
糖
や
止
防
化
酸
は
に
室
雪

な
々
様
、
り
あ
が
果
効
の
ど
な
持
保
度
鮮

が
と
こ
る
め
高
を
味
食
や
性
存
保
の
品
食

。
す
ま
き
で 

☎
）
内
課
り
く

88

６
２
１
８
‐

　　

、
く
な
で
け
だ
質
地
や
形
地
た
し
出

自
る
あ
の
り
わ
か
か
く
深
と
ら
れ
そ

を
ど
な
史
歴
、
し
ら
暮
の
々
人
や
然

事
む
し
楽
て
し
用
活
に
ル
フ
を
感
五

、
ば
え
例
。
す
で
ア
リ
エ
る
き
で
が

え
さ
の
達
鳥
や
音
る
出
き
湧
の
水
く
聴
て

、
気
囲
雰
の
地
土
の
そ
る
か
分
で
り
香、
り
ず

。
す
で
ど
な
理
料
い
し
味
美
の
元
地
う
わ

　

こ
る
す
売
販
を
品
商
連
関
オ
ジ
、
ば
え
例

ン
ベ
イ
の
て
し
用
活
を
ト
イ
サ
オ
ジ
、
と

郷
の
で
校
学
、
致
誘
の
客
光
観
、
催
開
ト

、
ど
な
習
学
涯
生
の
で
館
民
公
、
育
教
土

民
住
域
地

な
々
様
の

の
で
場
立

ど
が
動
活

オ
ジ
も
れ

結
に
動
活

ま
き
つ
び

。
す ト ク スピッ ②

み
恵
の
オ
ジ

　

）
力
魅
（
力
味
の
」
雪
「

風景を切り取ってお菓子にする
「ジオ菓子」

雪室の見学会

る
い
て
し
当
担
が
僕
年
今

ど
は
」
み
組
り
取
の
室
雪
「

？
か
す
ま
り
な
に
標
目
の

そ
、
て
け
づ
紐
を
標
目
各
の
ｓ
Ｇ
Ｄ

て
と
は
と
こ
く
い
て
め
高
を
値
価
の

。
だ
ん
な
事
大
も

雪室は、「雪を利用した天然の冷蔵庫」
だから、目標7「エネルギーをみんなに
そしてクリーンに」や目標13「気候変動
に具体的な対策を」などがあてはまるね。

を
標
目
に
動
活
の
ち
た自分たちの活動に

ついて考えるいい
機会だね。

平成 30 年 (2018)12 月号
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11
月
15
・
16

第
、
に
日

12

本
日
回

国
全
、
れ
さ
催
開
で
市
山
勝
が
会
修

。
た
し
ま
い

　

本
日
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ
は
会
修
研
の
こ

、
で
の
も
る
い
て
い

43

職
政
行
ら
か
域
地

ら
民
住
や
員

69

。
た
し
ま
し
加
参
が
人

　

、
区
地
寺
泉
平
、
区
地
向
野
て
れ
か
分
に
プ

。
た
し
ま
い
合

　

、
れ
さ
表
発
が
案
化
性
活
る
な
更
た
め
と
ま

。
た
し
ま
れ
さ
が
案
提
や
見
意
な
々
様

子
様
の
会
修
研
国
全 ト ク スピッ ③

　ジオパークのロゴマークを使用して
シールや看板、パンフレットなどにジオ
パークのロゴマークを使用しませんか？一
部補助制度を活用できる場合があります。
　詳しくは、公式ホームページをご覧い
ただくか、下記までご連絡ください。

　（市役所2階）☎88 ｰ 8126

ロゴマークをご活用ください！
「いつまでも住み続けたくなるまち」
「いつかは帰りたくなるまち」
「いつでも帰れるまち」
　勝山市は50年、100年先まで持続的に発展し続けて
いけるまちづくりを進めていきます。

勝山市の目指す姿

、
興
振
域
地
、
全
保
・
護

せ
さ
携
連
を
究
研
・
育
教

大
が
と
こ
く
い
て
め
進
て

！
ね
す
で
ん
な
事

つ
に
動
活
な
的
続
継
が
と
こ
く
い
て

い
も
て
と
は
会
修
研
国
全
の
間
の
こ

ジ
、
は
と
こ
む
組
り
取
に
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ

、
が
て
全
活
生
常
日
の
ち
た
僕
。
ね

で
語
言
通
共
界
世
う
い
と
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ

。
た
し
ま
り
か
分
く
よ
が
と

ジ
「
も
で
画
計
合
総
次
５
第
市
山
勝

　
ふ民

市
。
よ
る
い
て
げ
掲
に
念
理
本
基

代
世
の
次
、
て
し
働
協
と
ん
さ
皆
の

た
僕
が
の
る
す
を
動
活
る
が
な
つ
に

。
ね
だ
事
仕
き
べ
る
や
の
ち

な

。

ナルホド！

平成 30 年 (2018)12 月号



恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　

ネ
ユ
岳
イ
ポ
ア
た
れ
さ
催
開
が
会
大
国

。
す
ま
し
介
紹
を
）
G
G
U
岳

　

様
の
道
海
北
、
は
G
G
U
岳
イ
ポ
ア

ま
さ

似に

、
端
南
の
脈
山
高
日
は
岳
イ
ポ
ア
。
す

る
す
置
位
に
ろ
こ
と
い
近
ど
ほ
ら
か
海

高
標

0
1
8

ネ
ン
ピ
、
岳
田
吉
の
き
続
峰
ら
か
山
の

幌
、
リ
シ

ろ
ほ

満ん
ま

満
幌
の
岸
対
で
ん
挟
を
川

岩
ん
ら
ん
か
満
幌
「
に
も
と
と
ど
な
岳

に
耳
り
ま
あ
。
す
ま
い
て
し
成
を
」
体

こ
は
実
、
が
す
で
岩
ん
ら
ん
か
い
な
し

の
球
地
。
す
で
の
な
石
岩
い
ご
す
が
れ

い
て
し
成
構
を
ル
ト
ン
マ
部
上
、
部
深

ら
ん
か
が
石
岩
る
い
て
れ
ら
え
考
と
る

ト
ン
マ
だ
ま
は
類
人
（
す
で
の
な
岩
ん

。）
ん
せ
ま
い
て
し
達
到
で
ま
ル

　

深
下
地
、
に
際
た
れ
さ
成
形
が
脈
山
高

ま
ろ
こ
と
い
浅
て
れ
ま
込
き
巻
に
石
岩

れ
ら
え
考
と
だ
の
も
た
き
て
れ
ば
運
で

ル
ト
ン
マ
部
上
な
う
よ
の
こ
。
す
ま
い
て

な
鮮
新
に
常
非
が
岩
ん
ら
ん
か
の
源
起

、
く
し
珍
は
域
地
る
い
て
し
出
露
で
態
状

き
て
け
続
を
究
研
が
者
究
研
の
中
界
世

。
す
で
の
な
つ
一
の
所
場
た

　

土
の
岳
イ
ポ
ア
、
で
ろ
こ
と

し
化
風
が
岩
ん
ら
ん
か
、
は
壌

か
、
が
す
ま
い
て
れ
さ
成
形
て

の
く
多
に
常
非
、
は
岩
ん
ら
ん

る
い
で
ん
含
を
ム
ウ
シ
ネ
グ
マ

、
も
壌
土
の
岳
イ
ポ
ア
、
め
た

。
す
ま
い
で
ん
含
く
多
を
ム
ウ
シ
ネ
グ
マ

ネ
グ
マ
の
こ
、
は
物
植
の
く
多
、
は
実

海
、
て
え
加
。
ん
せ
ま
み
好
を
ム
ウ
シ

件
条
象
気
る
け
受
を
響
影
の
風
強
や
霧

見
か
し
で
辺
周
岳
イ
ポ
ア
、
に
め
た
の

が
種
有
固
の
く
多
い
な
き
で
の
と
こ
る

の
こ
は
岳
イ
ポ
ア
。
す
ま
い
て
し
在
存

の
花
ら
か
と
こ

0
0
1

。
す
ま
い

　

規
大
の
球
地
、
は
G
G
U
岳
イ
ポ
ア

ア
る
成
ら
か
岩
ん
ら
ん
か
た
れ
さ
ら
た

に
こ
そ
、
形
地
の
辺
周
の
そ
と
岳
イ
ポ

し
生
共
と
然
自
の
そ
、
系
態
生
く
づ
息

楽
び
学
を
化
文
・
史
歴
の
々
人
た
き
て

の
も
り
贈
の
ら
か
部
深
球
地
「
る
め
し

」
語
物
の
々
人
と
然
自
と
地
大
ぐ
な
つ
が

。
す
で 

）
階
２
所
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－第34回－　他地域のジオパーク紹介：アポイ岳ユネスコ世界ジオパーク

の
数
複
は
石
。
真
写
鏡
微
顕
の
岩
ん
ら
ん
か
の
満
幌

）
供
提
授
教
晃
知
下
森
学
大
沢
金
（
体
合
集
の
物
鉱 1.7㎜

地球の断面図

かんらん岩

偏光フィルターあり

偏光フィルターなし

平成 31 年 (2019)1 月号
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2

の
）
学

2

山
勝
い
く
ふ
谷
渓
竜
恐
が
人

。
た
し
ま
れ
ら
来
に
察
視
の
ク

　

竜
恐
や
竜
恐
で
ま
れ
こ
、
は
人
二
お

回
今
、
り
お
て
ね
重
を
察
視
地
現
、
き

く
ふ
谷
渓
竜
恐
て
し
と
例
表
代
の
本
日

。
た
し
で
的
目
が

　
1

桑
、）
野
吉
市
山
白
（
谷
峡
取
手
の
ク

の
石
化
、）
島
桑
市
山
白
（
壁
石
化
島

を
か
な
ち
ま
の
峰
白
び
よ
お
設
施
管
保

、
は
壁
石
化
島
桑
。
た
し
ま
り
回
て
見

）
山
杉
（
場
現
掘
発
石
化
竜
恐
の
山
勝

に
物
念
記
然
天
の
国
、
で
崖
る
い
て
し

、
に
で
ま
れ
こ
。
す
ま
い
て
れ
さ
定
指
も

（ス
ル
ウ

Albalophosaurus yamaguchiorum

）魚
、
類
虫
爬
や
竜
恐
る
す
と
め
じ
は
を

見
発
が
石
化
の
く
多
ど
な
類
乳
哺
、
類

。
す
ま
い
て
れ
さ

　

勝
い
く
ふ
谷
渓
竜
恐
、
は
ら
か
日
翌

掘
発
石
化
竜
恐
。
た
し
ま
れ
さ
察
視
を

時
な
難
困
、
は
学
見
の
場
現

館
や
明
説
の
み
組
り
取
で
内

、
が
た
し
で
分
部
大
が
学
見
内

、
え
加
に
示
展
内
館
た
し
実
充

体
掘
発
、
数
者
場
来
の
間
年

で
が
と
こ
う
行
を
換
交
見
意
て
い
つ
に

な
的
理
地
の
山
勝
、
て
い
つ
に
山
勝
れ

を
電
発
力
水
た
し
か
活
を
形
地
や
置
位

で
上
る
知
を
業
産
維
繊
た
え
栄
に
景
背

。
た
し
で
的
象
印
が
と
こ
た
い

　

か
外
海
、
て
し
通
を
流
交
の
と
界
世

見
を
山
勝
の
こ
、
で
点
視
・
点
観
の
ら

自
す
ら
暮
に
こ
そ
、
で
と
こ
う
ら
も
て

と
い
ご
す
、
い
く
に
き
づ
気
が
ち
た
分

ま
い
思
に
う
よ
る
き
で
識
認
再
を
ろ
こ

も
場
な
う
よ
る
て
持
を
流
交
と
人
の 

）
階
２
所
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－第35回－　ジオパークを介した世界との交流

県立恐竜博物館前で集合写真
左から白山市のヘリオットさん・大塚さ
ん・日比野さん、メーゲル教授、カイ
ラ博士、県立恐竜博物館の薗田研究員

平成 31 年 (2019)3 月号















恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋

現

い
る
ん
じ
い
せ
ん
げ

、
は）
ス
ン
エ
ピ
サ・
モ
ホ
（類
人
生

約
20

れ
現
に
部
東
カ
リ
フ
ア
に
前
年
万

が
の
う
い
と
た

20

た
し
で
説
通
の
来
年

7
1
0
2
、
が

た
れ
さ
表
発
に
年

2
件

30

前
年
万

。
た
し
ま
れ
さ
摘
指
と
る
ぼ
の
か
さ
に

　

の
こ

2
た
れ
さ
見
発

5

か
の
骨
や
骨
蓋
頭
の
体

た
れ
わ
使
に
理
処
肉
食
や
猟
狩
、
ら
け

、
た
ま
。
た
し
で
の
も
く
づ
基
に
器
石

5
1
0
2

で
ア
ニ
ケ
、
は
で
文
論
の
年

石
の
古
最

0
3
3
（
器

見
が
）
前
年
万

石
化
の
属
ト
ヒ
の
古
最
（
属
ト
ヒ
の
知

0
8
2
は

属
ト
ヒ
は
く
し
も
）
前
年
万

ゆ
わ
い
（
属
亜
ト
ヒ
の
前
る
す
現
出
が

と
類
人
生
現
の
古
最
。
す
ま
し
味
意
を

唱
を
議
異
も
ら
ち
ど
、
は
見
発
の
器
石

は
に
全
完
、
め
た
る
い
が
者
究
研
る
え

ヒ
、
が
す
で
う
よ
い
な
い
は
て
し
着
決

前
（
手
両
に
由
自、
し
を
行
歩
足
二
が
ト

。
す
で
か
確
は
の
た
き
て

　

跡
遺
の
降
以
代
時
器
石
旧
も
で
山
勝

で
中
。
す
で
石
岩
る
れ
ば
呼
と
岩
山
火

ま
固
え
冷
に
急
、
し
出
噴
が
マ
グ
マ
も

山
勝
。
す
ま
い
て
れ
わ
使
く
多
が
石
岩

約
、
は
で

70

が
山
火
寺
恩
法
に
前
年
万

動
活
山
火
る
く
つ
を
石
岩
の
質
ス
ラ
ガ

に
際
実
。
た
し
ま
い
て
し
を

れ
わ
使
に
器
石
が
岩
溶
の
こ

の
究
研
、
は
か
う
ど
か
の
た

。
す
ま
り
あ
が
地
余

　

歩
を
地
各
の
内
市
、
た
ま

石
が
石
岩
の
く
多
と
る
回
き

礎
、
犬
狛
、
籠
灯
、
石
墓
、
碑
石
や
柱

で
近
最
。
す
ま
い
て
れ
わ
使
に
ど
な
石

、
が
す
で
い
多
も
石
岩
の
産
国
外
、
は

で
内
県
や
内
市
、
は
く
多
の
の
も
い
古

ま
い
て
れ
わ
使
が
石
岩
た
れ
さ
石
採

ど
名
有
は
石
谷
笏
の
色
緑
青
い
淡
。
す

日
は
石
岩
の
こ
、
は
実
。
ね
す
で
ろ
こ

に
動
活
山
火
の
き
と
た
き
で
が
海
本

岩
の
層
取
手
な
名
有
で
出
産
の
石
化
竜

て
れ
わ
使
に
ど
な
籠
灯
も
）
岩
砂
（
石

。
す
ま
い

　

山
白
寺
泉
平
や
か
な
ち
ま
と
ド
イ
ガ

を
目
も
に
材
石
、
ら
が
な
き
歩
を
社
神

景
背
の
そ
、
く
な
で
け
だ
然
自
や
史
歴

。
す
ま
れ
ら
じ
感
を
動
活
の
地
大
る
あ
に

）
階
２
所

☎
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６
２
１
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－第40回－　ヒトと石

平泉寺白山神社にある手
取層群の砂岩でできた灯
篭（左）と笏谷石でできた
狛犬（右）
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土
荒
ら
か
島
東
坂
町
郷
北
の
市
山
勝

て
け
か
に
又
津
野
北
町
向
野
、
名
堀
町

呼
と
岩
灰
石
質
晶

岩
灰
石
。
す
ま
し
出
産
が
石
岩
る
れ
ば

（
ム
ウ
シ
ル
カ
酸
炭
、
は

CaCO
3

）は
て
つ
か
、
で
石
岩
る
す
と
分
成
主
を

掘
採
に
心
中
を
辺
周
町
土
荒
も
で
山
勝

的
目
の
何
、
は
で
。
た
し
ま
い
て
れ
さ

た
い
て
れ
さ
用
利
、
に
う
よ
の
ど
、
で

　

と
る
見
で
中
の
界
世
、
は
島
列
本
日

あ
に
域
地
い
多
の
雨
的
較
比
、
で
潤
湿

て
し
下
落
を
空
上
は
粒
雨
。
す
ま
り
た

素
炭
化
酸
二
る
あ
に
中
気
空
に
間
る
く

、
り
よ
に
れ
こ
。
す
ま
み
込
し
か
溶
を

。
す
ま
り
な
に
性
酸
弱
と
然
自
は
粒
雨

、
と
る
け
続
り
降
に
地
大
が
粒
雨
の
こ

つ
育
く
よ
で
性
酸
弱
、
は
く
多
の
物
作

に
上
以
要
必
、
が
す
ま
い
て
れ
わ
い
と

（
分
養
栄
な
要
必

M
g
2+

やK
+

、Ca
2+

）

し
て
れ
わ
失
ら
か
中
の
土
が

た
ぐ
防
を
れ
こ
。
す
ま
い
ま

灰
石
が
の
た
れ
さ
用
利
に
め

。
す
で
岩

　

反
と
水
の
性
酸
は
岩
灰
石

水
、
で
と
こ
る
け
溶
て
し
応

り
あ
が
用
作
る
す
に
性
中
を

の
性
酸
弱
、
し
か
し
。
す
ま

進
が
応
反
か
な
か
な
は
と
水

掘
採
、
で
こ
そ
。
ん
せ
ま
み

い
焼
で
窯
を
岩
灰
石
た
れ
さ

生
て

ウ
シ
ル
カ
化
酸
（
灰
石

ム CaO

非
と
水
は
灰
石
生
の
こ
。
た

ル
ア
強
、
し
応
反
く
よ
に
常

ウ
シ
ル
カ
化
酸
水
の
性
リ
カ

（
液
溶
水
ム

Ca(OH)
2

酸
、
り
な
と
）

で
の
る
れ
く
て
し
和
中
を
壌
土
の
性

。
す

　

シ
ル
カ
酸
炭
、
は
分
部
大
の
岩
灰
石

え
例
（
物
生
つ
も
を
殻
や
格
骨
の
ム
ウ

有
、
類
貝
や
ゴ
ン
サ
、
ば

）
ど
な
虫
孔

重
み
積
て
け
か
を
間
時
い
長
が
骸
遺
の

　

生
の
ち
た
私
が
物
り
贈
の
地
大
の
こ

学
化
。
た
し
ま
い
て
れ
く
て
け
助
を
活

、
は
で
山
勝
在
現
、
て
し
頭
台
が
料
肥

な
く
な
は
と
こ
る
れ
さ
掘
採
が
岩
灰
石

か
、
は
で
ど
な
町
土
荒
、
が
た
し
ま
り

し
い

灰い
ば

窯ま
が

の

）
階
２
所

☎
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－第41回－　石灰岩の科学

昭和8年頃に使われていた石灰窯
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風
台
の
年
元
和
令

19
、
は
）
ス
ビ
ギ
ハ

10
月
12

に
本
日
に
日

東
、
方
地
信
甲
、
方
地
東
関
、
し
陸
上

た
も
を
雨
大
な
的
録
記
に
ど
な
方
地
北

ど
な
害
災
砂
土
や
濫
氾
の
川
河
、
し
ら

た
も
を
害
被
な
大
甚
、
し
こ
起
き
引
を

、
は
に
ま
さ
皆
た
し
災
被
。
た
し
ま
し
ら

げ
上
し
申
り
祈
お
を
旧
復
い
早
も
日
一

。
す
ま

　

し
で
ん
せ
ま
り
あ
は
害
被
な
き
大
は
で

分
自
、
度
一
今
に
機
契
を
れ
こ
、
が
た

害
災
る
う
り
こ
起
で
域
地
む
住
が
ち
た

思
と
い
た
き
だ
た
い
て
え
考
て
い
つ
に

。
す
ま
い

　

起
、
き
と
な
う
そ
り
こ
起
が
害
災

ヒ
の
そ
。
か
の
な
き
べ
る
と
を
動
行
な

の
そ
、
し
測
予
を
害
被
る
よ
に
害
災
然

。
す
で
の
も
た
し
化
図
地
を
囲
範
害
災

規
や
点
地
生
発
の
害
災
る
れ
さ
測
予

な
所
場
難
避
に
ら
さ
、
度
程
害
被
、
模

。
す
ま
い
て
れ
さ
示
図
が
報
情
の
ど

　

扇
が
分
部
大
、
は
部
野
平
の
市
山
勝

し
置
位
に
丘
段
岸
河
が
分
部
一
、
地
状

に
川
竜
頭
九
、
は
地
状
扇
。
す
ま
い
て

け
か
を
月
年
い
長
、
が
流
支
む
込
ぎ
注

部
流
上
、
で
と
こ
す
返
り
繰
を
濫
氾
て

が
砂
土
た
き
て
れ
流
て
れ
さ
食
浸
ら
か

段
岸
河
。
す
で
形
地
た
き
で
て
し
積
堆

、
起
隆
の
地
大
と
食
浸
の
川
河
、
は
丘

で
て
し
返
り
繰
が
動
変
候
気

）
面
丘
段
（
面
な
坦
平
、
て

繰
が
）
崖
丘
段
（
崖
な
急
と

。
す
ま
い
て
し
返
り

　

段
や
上
地
状
扇
な
坦
平
、
は
ち
た
私

用
利
て
し
と
地
作
耕
や
地
宅
住
を
面
丘

こ
、
が
た
し
ま
き
て
け
受
を
恵
恩
、
し

河
、
く
な
も
れ
ぎ
ま
、
は
形
地
の
ら
れ

然
自
う
い
と
積
堆
・
搬
運
・
食
浸
の
川

。
す
ま
り
な
と
害
災
ば
れ
被
を
害
が
人
で

　

は
に
庭
家
各
（
す
ま
い
て
し
開
公
で
ジ

で
域
地
す
ら
暮
が
分
自
。）
み
済
布
配

難
避
、
所
場
難
避
、
害
災
る
う
り
こ
起

お
を
認
確
ご
の
ど
な

。
す
ま
し
い
願

）
階
２
所

☎
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６
２
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－第42回－　ハザードマップ

越前甲（1319.7m）から南側を見た
勝山の平野部（6月）。左奥は大野盆地

ハザード
マップは
こちら



12
月
25

オ
ジ
本
日
た
れ
か
開
に
日

　
、
は

4

義
が
査
審
定
認
再
の
度
一
に
年

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
づ
務

　

の
年
昨
は
で
市
当

10
月
29

31
日し

ま
れ
わ
行
が
査
審
地
現
る
よ
に
員
査

。
た

　

山
勝
い
く
ふ
谷
渓
竜
恐
、
は
で
査
審

動
活
の
々
方
の
民
市
る
い
て
し
開
展
を

の
へ
ト
イ
サ
オ
ジ
る
あ
力
魅
、
や
告
報

。
た
し
ま
い
行
を
内
案

　

コ
エ
「
は
で
果
結
査
審
の
回
今

の
れ
ぞ
れ
そ
民
住
域
地
、
れ
が
継
き
引

や
化
文
域
地
「」
る
あ
つ
つ
り

動
活
た
し
重
尊
を
源
資
域
地

、
り
が
な
つ
に
興
振
域
地
が

。
た
し
ま
け
受
を
価
評
い
高
と
」
ル
デ
モ

　

保
の
ト
イ
サ
オ
ジ
、
は
て
し
と
題
課

。
す
ま
い
て
れ
ら
げ
挙
が
実

　

し
識
意
分
十
を
題
課
の
そ
、
は
後
今

深
を
携
連
に
更
と
体
団
係
関
、
ら
が
な

、
ん
ろ
ち
も
は
全
保
・
護
保
の
産
遺
質
地

魅
の
産
遺
の
ど
な
業
産
・
史
歴
・
然
自

。
す
ま
き
い
て
げ
な
つ
に

）
階
２
所
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－第43回－　恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク再認定

再認定の報告を喜ぶ協議会の方々

審査員によるツアー視察（発掘現場）

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク担当職員　森石　慶裕



より良いジオパークを目指し
新しいスタート
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10

い
く
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谷
渓
竜
恐
た
れ
さ
定
認
に
ク

10
年

年
昨
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過
経
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12
月
25

事
無
、
日

に
3

と
こ
る
け
受
を
定
認
再
の
目
回

。
た
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ま
き
で
が

1
月
22

届
が
書
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報
果
結
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審
ら
か
会
員
委

。
た
し
ま
き

　

ほ
の
価
評
た
し
出
き
抜
に
記
左

題
課
き
べ
す
決
解
に
的
期
長
中
、
か
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ど
な
応
対
の
へ
害
災
然
自
て
し
と

な
有
共
の
践
実
育
教
や
案
立
の
略
戦

。
た
し
ま
れ
さ
摘
指
と
題
課
が
ど

2
月
14

谷
渓
竜
恐
た
し
催
開
に
日

る
す
応
対
に
題
課
な
た
新
、
ら
か
会

。
た
し

　

極
積
の
民
市
、
は
み
強
の
大
最
の
ク

全
保
の
源
資
域
地
る
よ
に
画
参
な
的

ち
ま
た
じ
通
を
育
教
の
へ
ち
た
も
ど

。
す
で
動
活
り
く
づ

　

続
持
、
り
な
と
丸
一
域
地
も
後
今

と
界
世
は
に
ら
さ
、
市
山
勝
な
能
可

所
役

2

☎
）
階

88
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【優れている点】
１． 地域住民による地域資源・地域文化を尊重した
まちづくり活動

２． 様々な活動を展開している、女性が中心となっ
た団体による活躍

３． 児童生徒、地域住民に対する主体的で対話的な
かほ 出創の会機のび学

【短期的に改善すべき点】
１．地域資源であるジオサイト等の保全計画の策定
２．ガイド業務を担う人材の育成
３． 看板やリーフレットに掲載する情報の質的向上
や施設展示を通じての市の地域性を伝える工夫 
ほか

未来を担う子どもたちへの教育（恐竜化石発掘現場）

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
審査結果報告書の内容（抜粋）









　

オ
ジ
際
の
そ
、
れ
さ
催
開
で
県
分
大
が

　

島
姫
ぶ
か
浮
に
北
の
島
半
東
国
の
県
分

」
島
の
秘
神
た
し
出
み
生
が
山
火
「
で
ク

6
・
98

の
㎢

で
1

ら
も
て
し
を
ド
イ
ガ
ら
が
な
し
周

。
た
し
ま
り
ま
始
ら
か
ろ
こ
と
う

　

跡
痕
の
山
火
い
古
、
は
で
島
姫
の
こ

つ
一
の
そ
。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
見
を

ラ
ガ
、
は
石
曜
黒
。
す
で
石
曜
黒
、
が

る
あ
も
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分
成
の
ス
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2

ん
含
く
多
を

れ
さ
成
形
で
と
こ
る
ま
固
が
マ
グ
マ
だ

、
れ
わ
言
も
と
ス
ラ
ガ
の
然
天
。
す
ま

類
人
ら
か
く
古
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し
用
利
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質
性
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と
こ
た
き
て
し
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に
ど
な
器
石
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阪
大
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く
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、
方
地
国
四
、
方
地
国
中

曜
黒
の
産
島
姫
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か
跡
遺
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島
子
種
や

か
点
観
な
的
学
古
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な
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の
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す

姫
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は
石
曜
黒
の
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姫
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も
ら

産
石
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島

国
て
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」
地

物
念
記
然
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て
れ
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定
指
に

。
す
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活
山
火
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陸
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重
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た
き
で
に
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息
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り
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の
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と
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、
蝶
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こ
る
す
を

。
す
で
ラ
ダ
マ
ギ
サ
ア

5
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休
の
き
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指
目
を
北
ら
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南
、
は
に
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地
憩

10

は
に
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指
目
を
南
ら
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北

地
憩
休
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き
と
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ア
の
く
多
て
し
と

訪
が
ラ
ダ
マ
ギ
サ

。
す
ま
れ

　

が
の
た
れ
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私

11

、
で
旬
初
月

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
見
く
良
運

　

こ
う
い
と
島
た
れ
ま
囲
に
海
が
り
周

、
が
た
し
で
業
産
要
主
が
田
塩
、
で
と

和
昭

34

、
後
の
そ
、
り
な
と
止
廃
に
年

殖
養
の
ビ
エ
車
た
し
用
活
を
地
跡
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塩
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島
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。
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も
で
宿
民
の

。
た
し
ま
き
だ
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、
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で
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な
さ
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、
り
あ
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さ
く

1
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2
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て
れ
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ぜ
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ん
さ
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。
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－第46回－　他地域のジオパーク紹介：おおいた姫島ジオパーク
黒曜石

アサギマダラ

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク担当職員　町　澄秋





い
た
み
て
来
た
ま

た
せ
だ
果
成
の
で
ま
今

　

が
史
歴
と
然
自
、
は
寺
泉
平

に
中
の
寺
泉
平
。
た
し
ま
じ
感

。
た
し
ま
り
残
に
象
印
が
池

　

イ
ク
、
く
す
や
り
か
わ
は
明
説

を
棒
し
指
の
り
や
の
兵
僧
で
ズ

　

、
て
し
夫
工
を
グ
ン
ミ
イ
タ
す
出

。
た
し
ま
き
で
明
説
く
ま
う

　

し
楽
も
て
と
は
ド
イ
ガ
光
観

　

楽
が
流
交
の
と
小
乗
一
も
年
来

た
を
と
こ
の
谷
乗
一
。
す
で
み
し

。
す
で
い
た
り
知
ん
さ
く

小林　一輝さん
（一乗小6年）

北坂　閃理さん
（平泉寺小5年）

白山平泉寺の歴史と魅力を学ぶ

手作りコケリウムをプレゼント

　６月から約5か月間、市の観光担当職員や学芸員か
ら、白山平泉寺について学んだり、案内のリハーサ
ルの際にアドバイスを受けたりするなどして、観光
ガイドとして必要な知識や心構えを養いました。

　一乗小の児童に喜んでもらおうと、児童たちが自
宅の苔や石などを持ちより、恐竜のフィギュアの入っ
た100％平泉寺産の苔のテラリウムを制作。
　案内終了後、一乗小児童に手渡されました。

用 語 解 説
Ｅ ＳＤ Education for Sustainable Development
の略で「持続可能な開発のための教育」と訳さ
れる。持続可能な社会づくりの担い手を育む教育
Ｓ ＤＧｓ Sustainable Development Goal sの
略で「持続可能な開発目標」と訳される。2030
年までに世界中のみんなで目指す17の目標
ユ ネスコスクール　地球規模の諸問題に若者が対
処できるような教育手法の開発・発展を目的に
活動

　平泉寺の歴史と魅力を学び、
自分たちで工夫してPRしようと
する姿勢に感動しました。
　日本遺産への認定をきっかけ
に交流がはじまった、一乗谷と
の連携も楽しみです。

阿部　来
（市学芸員）

E S D特集 勝山市の

　

一
」
み
し
楽
ど
け
る
す
張
緊
「

つ
待
を
着
到
の
）
市
井
福
（
小
乗

な
ん
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け
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を
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11
月
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６
、
５
小
寺
泉
平
、
日

生
年

14

）
市
井
福
（
小
乗
一、
が
人

昨
、
し
待
招
を
人
９
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、
５
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白
た
れ
さ
定
認
に
産
遺
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日
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ま
め
務
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ド
イ
ガ
光
観
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寺
泉
平

。
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Ｓ
Ｅ
の
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寺
泉
平
、
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の
来
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つ
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の
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り
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れ
わ
行
で
環
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の
」
習
学
部
り

を
化
文
、
史
歴
の
元
地
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で
の
も

す
信
発
く
広
、
ぎ
つ
り
語
に
来
未

。
す
ま
い
て
し
に
的
目
を
と
こ
る

　

時
同
が
跡
遺
氏
倉
朝
谷
乗
一
、
て

の
校
両
ら
か
と
こ
た
れ
さ
定
認
に

乗
一
は
年
昨
、
り
ま
じ
は
が
流
交

跡
遺
同
、
き
招
を
小
寺
泉
平
が
小

。
た
し
ま
し
内
案
を

　

平
は
年
今
、
と
に
し
返
お
の
そ

の
寺
泉
平
山
白
、
が
童
児
小
寺
泉

も
を
小
乗
一
て
し
と
ド
イ
ガ
光
観

員
職
市
ら
か
月
６
、
と
う
そ
な
て

学
を
史
歴
の
寺
泉
平
山
白
、
ね
重

。
た
し
ま
び

　

通
を
内
境
旧
ら
か
跡
坊
尋
東

を
で
ま
杉
大
の
宮
幡
八
宮
若
、
り

。
た
し
ま
り
巡
で
間
時
１
約

　

い
ろ
そ
お
、
は
童
児
小
寺
泉
平法

の
は

ぴ

こ
だ
ん
学
、
み
包
を
身
に
被

な
る
す
題
出
て
し
に
ズ
イ
ク
を
と

る
す
内
案
ら
が
な
せ
ま
し
楽
、
ど

。
た
し
ま
い
て
し
を
夫
工

　

る
知
て
め
初
、
も
童
児
小
乗
一

が
な
き
驚
に
史
歴
の
寺
泉
平
山
白

ん
さ
坊
お
な
ん
ど
は
坊
尋
東
「
ら

。
た
し
ま
め
深
を
解
理
の
そ

　

泉
平
な
き
好
大
、
は
小
寺
泉
平

イ
ガ
の
客
光
観
の
般
一
、
と
う
お

。
す
で
う
そ
る
す
戦
挑
も
に
ド

　

学
な
う
よ
の
こ
、
は
で
市
山
勝

の
会
社
な
能
可
続
持
、
が
ち
た
も

、
し
指
目
を
と
こ
つ
育
に
手
り
創

全
立
公

12

コ
ス
ネ
ユ
が
校
学
中
小

。
す
ま
い
て
し
進
推

伝えたい 勝
この ま ち

山のこと

平泉寺小学校
未来の語り部育てる

内
案
ご
く
し
楽
で
ズ
イ
ク

市
山
勝
な
ん
盛
が
Ｄ
Ｓ
Ｅ

持続可能なまちへ

ＳＤＧｓの目標
案内の様子
を動画で

令和2年(2020)12月号



各校取り組みの一例をご紹介
勝山南部中学校

勝山北部中学校勝山中部中学校

　11月19日、３年３組の生徒25人が、ＳＤＧｓ
を取り入れた社会科の授業を受けました。
　伊豆蔵教諭が財政の仕組みを説明したのち、第
５次勝山市総合計画の６つの基本的視点にＳＤＧ
ｓの目標をあてはめ「大事だと思うものを３つ選
び、その理由を考えてください」と生徒に指示。
　６つのグループに分かれた生徒は、どうすれば
住みやすいまちになり、人口減少を抑えられるか
を真剣に話し合いました。

　例年、「服の力プロジェクト」に参加しています。
今年度も、1年生がSDGｓに取り組む企業の一つ
であるGUの方に来ていただき、プロジェクトの
概要を伺ったり質問をしたりしました。
　今後は資源回収などを通して服を回収し、世界
の生活に困っている方に服を届けるこのプロジェ
クトに本格的に参加してい
きます。

　伝統的に行われている浄土寺川とその周辺地域
を舞台にした地域環境調査美化活動に今年度も取
り組みました。
　環境美化委員会が中心となって企画し、全校生
徒に「協働」と「地域への貢献」を投げかけました。
暑い中でしたが、全校生徒が地域の環境を次の世
代につなぐことを意識して
取り組むことができまし
た。

　ＳＤＧｓを授業に取り入
れるメリットは、複雑なこ
とを簡単に焦点化して考え
られることです。
　生徒たちが社会に関心を
持ち、自分事としてとらえ
るための思考ツールとして
利用していきたいです。

　総合計画のアンケートで
雪が多いことに市民が困っ
ていることが分かり「13　
気候変動に具体的な対策を」
の達成に取り組むことが住
み続けられるまちづくりに
つながると考えました。
　みんなで勝山市のことを
考えるのは楽しかったです。

伊豆蔵　和貴教諭

和田　倖奈さん（3年）

E S D特集 勝山市の
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史
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岸
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＊
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５
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３
＊
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Ｓ
Ｅ
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Ｇ
Ｄ
Ｓ
と
動
活
な

学
を
ｓ
Ｇ
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池端　弘久さん
（北陸ＥＳＤ推進
コンソーシアム）

持続可能なまちへ



中学生が施策提案

ＮＩＥで活動発信

　平成29年度から、
中学生と市長と語る
会を開催。各校生徒
会が生徒の意見をま
とめ、市長に直接ま
ちづくりの施策を提
案します。

　今年度から、教育
に新聞を活用するＮ
ＩＥの取組を全小中
学校が開始。新聞を
通じて地域や社会に
ついて学び活動を発
信します。

中学生のまちづくりへの参画
を市長に直接提案する生徒

新聞記事からフードロスに
ついて考える村岡小児童

勝高生の「勝山人学習」

　市内にある県立勝山高校では、平成30年度か
ら、生徒に地元のことを知ってもらう総合学習「勝
山人」をスタートさせました。この学習は高校の
３年間を通じて行われ、１年次は地域について学
び、２年次は勝山市と他地域を比較、３年次に地
域課題の解決や活性化策を「かっちゃま創生プラ
ン」として発表します。
　この学習には勝山市も協力し、職員が生徒の質
問に答えたり、生徒がまとめたプランにアドバイ
スなどをしています。
　校内の発表で優秀だった
プランは、磨きをかけて市
長に直接提案されます。

小中だけでは終わらない

かっちゃま創生プランを市長に提案
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②
た
し
ま
き
聞

町　澄秋
（市学芸員）

恐竜化石発掘現場を
見学する成器西小児童

E S D特集 勝山市の

成器西小学校

三室小学校

荒土小学校

北郷小学校

成器南小学校

村岡小学校

野向小学校

鹿谷小学校

　校区を流れる浄土
寺川で、ホタルが多
く飛び交う理由を調
べるために、環境指
標生物をもとに水質
検査にチャレンジし
ました。

　校区を流れる三室
川の水生生物調査を
実施し、昨年の結果
と比較。継続調査で
新発見や疑問が生ま
れてくることに期待
しています。

　台湾の小学校と交
流し、アートマイル
プロジェクトに挑
戦。新型コロナウイ
ルス感染症について
調べ、共同で壁画を
制作します。

　校区に流れる畝見
川を調査。そこに生
息する動植物が生き
やすい環境について
考え、川の環境保全
活動を行っていきま
す。

　校区内の食につい
て調査。おいしい食
材を生産する生産者
に話を聞いたり、食
材を貯蔵している雪
室を見学したりしま
した。

　地域の環境団体と
協力し、今年もミチ
ノクフクジュソウ保
全活動に参加。下草
刈りや保護を呼び掛
ける看板を作成しま
した。

　野向町でエゴマづ
くりが盛んな理由を
地域住民に話を聞き
調査。自分たちがエ
ゴマづくりに対して
何ができるかを考え
ました。

　生産組合の方に教
わりながら、昔なが
らの道具の使い方や
苗の植え方を教わり
田植えに挑戦。9月
に無事収穫できまし
た。

浄土寺川の水質調査

三室川の水生生物調査

WEB会議で交流

畝見川の水生生物調査

雪室を見学

斜面の下草刈り

特産のエゴマを学習

昔の道具で田植え

持続可能なまちへ
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